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淳

市若

大
串
金
山
の
繍
匿
は
、
長
崎
牒
西
彼
杵
郡
大
串
村
及
び
亀
岳
村
に
跨
り
大
村
濁
の
西
北
部
に
位
置
す
る
一
支
湾
大
路
轡
の
南
宇
部
に
在
る
。

近
世
、
大
村
藩
時
代
の
行
政
医
劃
は
現
在
と
異
り
、
大
串
村
は
三
町
分
・
下
岳
・
中
山
・
亀
浦
・
宮
浦
の
五
ケ
村
に
分
れ
、
八
木
原
・
小
迎
は

別
に
八
木
原
村
と
し
て
別
村
を
な
し
、
現
在
の
亀
岳
村
を
包
含
し
て
い
た
。
従
っ
て
大
串
金
山
の
鏑
匿
は
全
く
近
世
の
大
串
村
内
に
在
っ
た
。

木
下
亀
城
氏
は
同
金
山
の
蕎
坑
等
の
妖
況
に
つ
い
て
失
の
如
く
報
告
し
て
い
お
o

一
は
結
品
片
山
右
中
に
鉱
床
を
存
す
る
も
の
即
ち
山
金
で
、
他
は
沖
積
鎖
床
を
な
す
も
の
即
ち

わ
4
・
・
あ
が
り
ひ

砂
金
で
あ
る
。
同
鍍
山
の
最
も
主
要
な
る
鎖
服
は
、
沸
上
鍋
及
び
犬
の
字
鎚
で
あ
る
が
、
幕
府
時
代
よ
り
稼
行
さ
れ
た
も
の
で
、
諸
問
記
に

「
大
串
地
方
の
金
鍍
床
は
二
種
あ
っ
て
、

見
え
る
の
み
な
ら
ず
、
水
の
木
谷
・
焔
幅
谷
・
金
山
谷
・
大
の
字
等
に
は
多
く
の
奮
坑
が
あ
る
。
沸
上
坑
は
大
串
鍍
山
の
鉱
区
北
端
に
近

き
海
岸
に
坑
口
を
開
き
南
方
に
約
三
十
度
の
傾
斜
に
て
掘
温
め
て
い
る
。
同
服
の
鎖
脈
は
南
に
延
び
、
燃
道
の
切
割
に
露
わ
れ
、
さ
ら
に

南
、
帰
陪
谷
に
露
出
し
て
い
る
。
前
林
道
の
切
割
の
南
約
十
問
、
水
の
木
谷
に
は
東
方
に
約
三
間
掘
進
め
た
奮
坑
が
あ
る
。
大
の
字
坑
は
鉱

匿
の
東
北
隅
に
近
き
燃
道
附
近
に
坑
口
を
開
く
。
同
舗
は
南
方
に
約
五
百
間
延
長
せ
る
が
、
金
山
、
津
・
大
の
字
等
に
こ
の
舗
を
目
的
と
し

大

申

金

山
(
小
葉
回
)
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て
開
坑
せ
る
欝
坑
が
多
数
あ
る
。

砂
金
の
第
四
紀
厨
中
に
最
も
多
量
に
含
ま
る
る
は
、

八
龍
崎
よ
り

グ
ア

Y

が
崎
に
到
る
一
帯
の
地
に
て
、

こ
れ
よ
り
南
八
時
間
崎
紳
祉
に

到
る
問
に
多
数
の
奮
坑
が
存
す
る
。

こ
れ
ら
は
附
近
に
石
英
脈
を
殆

ど
認
め
ざ
る
を
以
て
、
恐
ら
く
第
四
紀
府
中
の
砂
金
を
目
的
と
し
て
、

第
四
紀
厨
の
際
厨
が
某
慌
に
相
接
せ
る
部
分
を
指
摘
せ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
」

木
下
氏
の
報
告
に
、
幕
府
時
代
の
稼
行
を
記
す
奮
記
と
い
う
の
は
、

刃;L
eじ」、

弓杢

来

ら
く
太
村
藩
の
郷
村
記
、
或
い
は
郷
村
記
に
由
援
し
て
記
し
た
文
献
で
あ

ら
う
。
郷
村
記
に
見
え
る
古
鈴
跡
即
ち
夜
間
坑
跡
の
記
事
れ
附
録
し
よ
う
。

， ， 
〆".-----'"， 
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三
町
分

1μ
之
事
」

て

竹

島

周
廻
威
拾
七
町
四
拾
四
間
半
犬
山
有
石
の
円
一
川
な
り
、

海
岸
屈
曲
所
々

に
古
川
蛤
の
跡
あ
り
鍋
日
航
，
M
川
船
一
切
時

て
勘
兵
衛
烏

周
廻
拾
六
町
六
聞
大
岩
石
の
島
に
て
荒
磯
也
、

O
中
略

海
港
に
古

39¥-

鉛
の
跡
敷
ヶ
所
あ
り

一
町
分
「
金
山
蹟
之
事
」



一
、
三
町
分
網
代
浦
一
読
剛
肌
と
一
三
所
に
古
鈴
の
跡
あ
り
、
豆
一
旦
丈
構
九
尺
入
三
拾
間
程
、

此
川
崎
先
年
は
八
龍
ヶ
崎
水
鉛
へ
掘
放
な
り
し
に

中
程
の
所
崩
れ
落
て
今
は
塞
る
也

一
、
同
所
八
龍
ヶ
崎
と
云
所
へ
古
鎗
五
ヶ
所
、
其
外
所
々
に
あ
り
、
内
一
ヶ
所
は
水
鉛
也

て
鳥
加
村
金
山
谷
、
煽
一
幅
谷
其
外
平
島
湧
上
り
海
遁
に
古
鈴
歎
拾
ケ
所
あ
り
、
内
帰
一
隅
谷
の
鎗
は
大
鈴
に
て
横
九
尺
竪
笠
丈
徐
な
り
、

非
、
鈴
間
々
山
朋
れ
落
て
塞
り
、
今
形
市
巳
残
れ
り

右
大
串
金
山
寛
永
四
卯
年
五
月
十
五
日
よ
り
掘
始
、
同
六
年
十
月
ま
で
掘
終
、
同
七
午
年
よ
り
雲
の
浦
へ
移
り
掘
始
、
同
年
十
一
月
ま

で
掘
終
と
い
ふ

O
中
略

一
、
寛
文
二
寅
年
よ
り
再
大
串
金
山
掘
始
、
同
六
午
年
十
二
月
迄
に
掘
終

O
後
略

下
岳
村
「
金
山
照
之
事
」

一
、
下
岳
浦
内
中
の
烏
出
鼻
に
古
川
拾
三
ヶ
所
あ
り
、

入
凡
四
五
拾
間
程
、

叉
同
所
人
家
の
後
に
古
鉛
武
ヶ
所
あ
り
、

入
凡
拾
主
問
徐
何
れ

も
穴
内
暗
く
し
て
北
、
深
さ
不
知
、
先
年
大
串
金
山
の
時
分
金
を
掘
し
跡
な
り

沸
上

(
湧
上
)

よ
り
夜
切
陥
の
見
二
ッ
石
ま
で
二
十
三
町
十
八
間
半
の
海
岸
は
、
近
世
に
お
い
て
三
町
分
と
下
岳
村
の
論
地
と
な
っ
た
と
こ

ろ
で
、
幕
末
に
至
る
も
解
決
し
な
か
っ
た
。
平
島
は
こ
の
間
に
あ
り
地
儲
刷
、
き
で
出
・
人
家
が
若
干
あ
っ
た
。
約
上
は
元
来
は
鍬
山
用
語
で
、
鉱

①
 

服
が
露
出
し
て
い
る
の
を
い
う
の
で
あ
る
。
夜
切
崎
の
鼻
二
ヅ
石
よ
り
三
町
分
・
下
岳
村
・
形
上
村
の
三
方
境
備
の
首
ま
で
一
申
一
三
十
町
十
八

間
あ
り
、
こ
の
間
が
=
一
町
分
・
下
岳
の
境
と
な
る
が
、
こ
の
中
で
楽
切
崎
の
鼻
二
ツ
石
よ
り
一
畑
幅
谷
頭
ま
で
十
・
4

二
町
三
十
四
間
半
が
論
地
と
な

っ
て
い
お
。
印
ち
附
照
谷
頭
よ
り
海
遜
の
沸
上
、
或
い
は
菜
切
崎
の
鼻
二
ッ
一
台
ま
で
を
、
そ
れ
ぞ
れ
下
岳
戎
い
は
三
町
分
よ
り
村
境
と
、
王
張
し

た
わ
け
で
あ
る
。

犬
串
金
山
は
荒
永
四
年
に
開
設
せ
ら
れ
、
寛
文
年
間
に
も
再
御
さ
れ
た
っ
こ
の
稼
行
欣
況
を
知
り
得
る
史
料
が
、
幸
に
し
て
停
存
し
て
い
る
。

メ;

3
 

叶
U
守

金

山
(
小
葉
田
)

ーじ



五

十

周

年

記

怠

論

集

三
七
二

大
村
市
の
大
村
の
ぶ
氏
所
臓
の
寛
永
年
中
大
串
金
山
方
、
寛
文
年
中
大
串
金
山
方
と
そ
れ
ぞ
れ
題
記
し
た
二
袋
の
文
書
及
び
大
村
困
儒
守
領
大

串
山
金
山
之
絢
圏
一
枚
が
そ
れ
で
あ
る
。
犬
村
の
ぶ
氏
所
臓
の
大
村
藩
関
係
文
書
は
、
見
聞
集
と
題
し
て
事
類
別
に
編
集
せ
ら
れ
、
大
串
金
山

関
係
文
書
は
そ
の
十
四
春
、
四
十
七
巻
に
集
め
て
い
も

J1 

万三

ι) 

稼

行

• 

間

歩

と

掘

場

大
串
金
山
の
稼
行
は
寛
永
四
年
一
止
月
よ
り
始
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
な
お
後
に
述
べ
る
が
、
同
会
山
で
は
、
間
歩
に
よ
る
山
金
の
生
産
と
航

場
に
よ
る
砂
金
の
採
取
と
が
併
行
し
て
行
わ
れ
た
。
砂
金
採
取
場
を
掘
場
と
い
う
が
、
こ
れ
を
掘
場
丁
場
戎
い
は
草
に
丁
場
と
も
よ
ん
だ
。

間
歩
よ
り
述
べ
よ
う
。
寛
永
年
中
大
金
時
山
方
一
袋
に
三
十
六
通
の
文
書
が
あ
り
、
こ
の
中
に
山
師
よ
り
大
村
藩
の
川
口
瓶
三
兵
衛
宛
に
差

出
し
た
「
間
歩
之
附
立
」
「
山
之
附
立
」
と
題
し
た
文
書
が
十
二
通
あ
る
。
こ
の
文
書
は
い
ず
れ
も
寛
、
水
四
年
極
月
廿
九
日
の
日
付
で
、
同
年
内

の
各
山
師
の
稼
行
山
(
間
歩
〉
、
稼
行
期
間
そ
の
日
敷
・
稼
行
入
目
・
出
荷
(
鎚
)
数
・
出
金
高
・
牧
支
差
引
高
(
損
錠
)
及
び
藩
に
劃
す
る
運
上

の
有
無
を
書
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
ら
が
起
誓
文
の
前
文
の
形
で
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
運
上
高
と
運
上
の
有
無
を
誇
一
一
J

口
す
る
こ
と

が
眼
目
と
な
っ
て
お
り
、

「
右
之
分
松
千
代
様
ね
丁
銀
:
:
:
匁
上
納
仕
M
m

、
此
上
萱
厘
に
で
も
差
上
不
申
弘
事
」

「
松
千
代
様
・
0

銀
子
資
同
法

上
納
不
申
御
事
」
と
い
う
如
き
俳
句
で
前
文
を
結
ん
で
い
る
。
し
か
し
十
二
通
の
中
、
前
部
の
候
け
た
も
の
二
通
、
差
出
人
の
侠
け
た
も
の
一

通
あ
り
、
ま
た
「
但
十
七
通
之
内
五
遁
不
見
」
と
あ
っ
て
本
来
は
十
七
通
あ
っ
た
も
の
ら
し
い
か
ら
、
山
師
名
・
間
歩
等
に
も
不
明
な
も
の
も

あ
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
書
に
見
え
る
山
師
は
十
一
人
ほ
ど
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
例
え
ば
異
野
嘉
右
衛
門
・
村
山
輿
兵
衛
・
味
方
茂
左
衛
門
の
三
人
は
、

五
月
以
来
、
小
谷
の
三
ケ
所
の
問
歩
を
稼
行
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
三
人
の
協
同
経
管
で
、
こ
れ
を
山
組
と
よ
ん
で
い
る
。
な
か
に
は
異
野
嘉



曹
三

7
一
=

第

寛

永

四

年

稼

表

一

本

山

(

平

)

一

中

尾

助

市

一

一

但

馬

興

市

山

↑

但

馬

興

市

↑

一

見

出

し

ヰ

一

一

一

H

本
山
・
水
質
一
宗
同
一
一
一
右
衛
門
一

一
2

3

F

松
山
之
下
一

r

一

一
C

R
司

間

歩

一

一

f

一

一
但
馬
興
市
山
(
本
山
か
)
得
議
鶴
剛
一

一
但
馬
興
市
西
平
間
歩
一
一
民
野
嘉
右
衛
門
一

一
但
馬
平
先
谷
間
歩
一
一

H

但

馬

平

間

歩

一

一

山

先

七

左

衛

門

uお
七
左
衛
門

一

但

馬

平

先

谷

間

歩

一

山

組

二

人

一

但

馬

平

間

歩

一

一
但
馬
平
脇
谷
間
歩
一

一
但
馬
平
之
向
谷
間
歩
一

一
但

稼

4長

山

行

問
間

歩

間

歩

本

馬

平

十

水

野

休

介

一

水

野

休

介

十

山

組

二

人

一

水

野

休

介

一

水

野

休

介

水

質

大

切

一

山

組

二

人

一
盟
後
府
内
庄
左

大
切
間
歩
一
衛
門
山
組
三
人

H

一
豊
後
府
内
庄
左

一
衛
門
山
続
二
人

は
り
ま
七
一

丘
二
山
一

一
賃
野
嘉
右
衛
門

間

歩

コ

二

村

上

興

兵

衛

十
味
方
十
倍
衛
門

" " " や" 

" 

!大

山
(
小
葉
回
)

-H
内

金

行

間

歩

師

へセ明柄引-ミw;三111lTVL1475明判明手iqV1lqm22吟
二玉三百:iE正二五f会三八三三五三芸八四四二三六二三七O三七石百五0七五

…ー- 戸、 ー~~~ ，，-.....，，-.. ~r、 ケヘ ιーョーご，.-.. とご

一上二一一一一 O 九六一一 (プ一山

55;ミ35二三 9む己巴 3 5Q六九 3三

一|掘
四一 三一 二二ご二 PL[ 一 二三四一二 o 孟
二 O 六六五八九八四二九一 五五五一三二 1:甑

期

日
(
日
激
)

入

O
一
一
子
八
五

二

O
四
一
丈
一
)

九一一一

O
九
八

'し.、
4
/
」
ノ

七
三
・
凹

一
八
七
七

。
O 

一四コ一

O

二
六
七

ご
七

一
六
一
一
七

E~[ 
，ヒ

ーじ

二
一
九

O

一O
八
九

ー・

一一
一. 

七 二七一二鎚
九九六 三二四五!荷
四三 pq lL 0 八三 |撒

0 0 0  0000  
二一九六

七三二二七 三五四七

一 七五
四 .γ.

Eg 六巴 さ 135

[J司
七
七

目

荷
の
金
分
(
匁
)

(

代

銀

)

事事

資
三
七
三

代

一
一
六
九
・
二
八
一

差

手l

〆由、

一一一一、.../

r町、

一
，よ./、
、.../

士J

/¥ PL[ 
プI'LJ ]r: 

O Lt 七

o 000  

E七

七
四五

一O
O

0
・
二
六
(

一一三二

0
・六

一五

O

一
一
九
五

四
七
八

、、，ノ

コ
O
Q

ぃ
、
司
、

-a
司、

.
L

-
ィ
ノ
二
?
ノ
ヨ

d七
O 

殊
外
損

六

O
O

担少
々
一
徳
分

nH 

'
B

也、
ftF 

4
イ
」

一l
l

一
一
四
五

ムハ

0
0

ブ|
]r: 

損J員損

一1
l

一
間
二
七

I I I 

o 
O ーじ

j¥、

H
H
U
4
'し

V卜
円
下

J
ノ

五
七
・
七

損

八
(
六
・
問
八
)

.

.
 、
「
叫

-
L

F

J

ノ

J
L
U
-
-
，F

一
七
七

六
問
。

一二

O
円



五

十

周

年

記

念

論

集

問
歩
一
一
大
域
孫
右
衛
門
一

間
歩
一
一

H

一

一
中
尾
助
市
一

大

切

一

一

山

組

四

人

一

但
馬
興
市
見
一

k

E

K
子
一

立
之
問
歩
一

7
h
E
手
づ
一

一
宗
岡
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上
平
等
に
あ
っ
た
。
本
山
は
犬
串
山
金
山
之
絢
圃
に
「
本
山
古
キ
マ
プ
ア
リ
」
と
記
入
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
尾
助
市
が
七
月
二
十
三
日
よ

り
本
山
卒
の
問
歩
一
を
稼
行
し
、
掘
子
百
二
人
で
四
十
二
日
間
掘
り
、
銀
一
貫
六
百
八
十
二
匁
飴
を
損
し
た
の
で
、

九
月
十
日
よ
り
は
掘
子
を

二
十
三
人
に
減
じ
十
五
日
間
に
七
百
一
匁
の
徳
分
が
あ
っ
た
。
こ
の
本
山
は
恐
ら
く
大
即
金
山
で
は
じ
め
て
見
立
て
た
間
歩
の
所
在
地
で
、
本

山
の
稀
も
そ
こ
か
ら
出
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
る
に
但
馬
輿
市
が
掘
子
十
一
人
で
三
月
十
八
日
よ
り
着
手
し
た
問
歩
に
但
馬
興
市
見
出
し

卒
の
本
山
が
あ
る
。
伯
一
馬
興
市
見
出
し
卒
を
草
に
但
馬
輿
市
卒
と
も
よ
ぴ
、
前
述
の
本
山
平
と
は
別
個
で
あ
る
。
こ
の
本
山
は
着
手
後
出
入
が

起
き
て
中
止
し
、
四
月
三

H
に
再
開
、
掘
子
四
十
五
人
で
同
月
六
日
ま
で
稼
行
し
た
が
、
出
金
僅
少
で
罷
め
た
。
宗
岡
三
右
衛
門
が
「
但
馬
興

市
本
山
捨
り
申
い
を
さ
ら
へ
-
こ
申
請
け
水
貫
と
と
も
に
、
掘
子
三
十
五
人
で
六
十
日
間
稼
行
し
て
銀
六
百
匁
の
損
と
な
っ
た
と
い
う
。
相
一
馬

興
市
が
見
立
て
た
間
歩
が
本
山
で
、
そ
の
地
域
を
但
馬
輿
市
平
と
よ
ん
だ
。
但
馬
卒
と
い
う
の
は
そ
の
略
栴
で
あ
ら
う
。
相
一
馬
平
と
そ
の
附
近

(
唐
)

に
は
多
数
の
問
歩
が
掘
ら
れ
た
こ
と
は
別
表
に
示
す
遁
り
で
あ
る
。
寛
文
三
年
正
月
の
一
滴
田
十
郎
左
衛
門
等
の
魔
に
大
串
た
う
ノ
浦
町
よ
り
の

船
賃
を
記
し
た
中
に
、

「
は
り
木
ノ
本
但
馬
山
口
」
ま
で
一
人
前
三
文
と
見
え
る
。
佃
一
馬
山
は
は
り
の
木
に
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
水
野
休
介

が
但
馬
平
で
水
貫
の
犬
切
一
を
、
六
月
八
日
よ
り
山
組
二
人
で
稼
行
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
宗
岡
三
右
衛
門
稼
行
の
水
貫
と
は
別
の
も
の
ら
し

し、。
小
谷
山
に
も
多
く
の
間
歩
が
開
か
れ
た
。
こ
の
中
に
但
馬
輿
市
の
見
立
て
た
も
の
も
あ
っ
た
。
但
馬
加
左
衛
門
平
は
加
左
衛
門
見
立
平
と
も

記
さ
れ
て
お
り
、
加
左
衛
門
の
見
立
問
歩
を
中
心
と
し
て
い
く
つ
か
の
問
歩
が
開
か
れ
、
ま
た
水
貫
も
掘
ら
れ
た
。

次
に
砂
金
の
掘
場
は
主
と
し
て
三
町
分
の
網
代
の
地
区
、

八
龍
ヶ
崎
近
傍
に
あ
っ
た
。
寛
永
四
年
正
月
十
五
日
よ
り
四
月
廿
克
日
ま
で
の
大

串
金
山
の
問
歩
出
金
及
び
掘
子
役
金
、
合
計
二
貫
目
を
七
月
に
幕
府
に
準
め
て
お
り
、
こ
れ
は
西
丸
御
納
戸
に
納
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
、
ま
た
後
段
に
考
え
る
が
、
二
貫
目
の
内
諜
は

吹
金
査
貫
目

間
歩
武
ツ
よ
り
出
y

大

ヰ3

金

山
(
小
柴
田
)

↑
七
五



冗

十

則

年

記

九

甲

山

尚

集

一
七
六

砂
金
五
百
六
拾
目

汀
リ
ロ
l

作
品

砂
金
四
百
四
拾
目

掘
場
運
上

此
人
数
三
百
人

と
あ
る
。
二
間
歩
の
出
金
と
し
て
吹
金
と
砂
金
五
百
六
十
目
あ
り
、
掘
場
運
上
と
し
て
砂
金
四
百
四
十
目
が
あ
り
、
こ
れ
は
豆
月
十
五
日
よ
り

⑤
 

一
ヶ
月
一
人
に
つ
き
金
四
分
の
淫
上
で
、
卒
均
三
百
人
と
見
積
っ
た
計
算
で
あ
る
。
掘
場
の
制
度
は
稼
行
人

四
月
廿
五
日
ま
で
日
数
百
十
日
、

各
自
が
掘
場
札
を
請
け
て
所
定
の
礼
枕
を
上
納
し
掘
場
を
稼
ぐ
の
で
あ
る
。
前
述
の
三
百
人
卒
均
の
見
積
り
に
つ
い
て
は
「
但
卯
ノ
五
月
者
三

百
人
之
札
を
問
申
い
問
、

如
斯
香
載
申
い
、
其
後
者
武
百
人
も
百
人
も
五
十
人
も
高
下
御
座
い
市
人
入
巾
い
、
乍
去
三
百
人
ニ
儲
リ
一
刀
一
人

一
付
市
四
八
刀
宛
-
一
相
定
如
斯
い
也
」
と
記
し
て
い
る
。

大
金
串
山
開
坑
初
期
の
景
川
を
記
し
た
「
筑
前
筑
後
肥
前
肥
後
探
索
書
」
と
も
題
す
べ
き
一
・
敢
闘
が
あ
る
。
こ
れ
は
寛
永
四
年
春
に
幕
偵
が
北

九
州
諸
務
の
重
要
な
事
情
引
を
探
訪
し
た
報
合
致
問
で
、
鉱
山
も
報
公
項
目
の
一
と
な
っ
て
お
り
、
大
村
に
は
三
月
四
日
よ
り
八
日
ま
で
滞
留
し
、

①
 

こ
の
間
に
大
串
金
山
に
も
赴
き
一
日
、
垣
則
回
し
て
い
る
。
こ
の
報
告
書
に
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

金
山
山
大
く
し
と
申
い
所
、
大
村
人
か
十
り
商
の
嶋
也
、
家
数
百
斗
御
座
い
は
ん
と
見
申
い
へ
は
家
は
武
百
御
座
い
由
申
い
、
尾
敷
わ
り

五
百
間
の
わ
り
に
て
御
座
い
由
申
い
、
屋
敷
取
い
て
も
未
家
作
り
不
申
い
、
金
山
の
嶋
左
右
に
山
有
之
、

一
り
程
入
申
M
W

、
間
へ
は
何
程

ひ
ろ
き
嶋
も
不
存
い
、

右
は
は
っ
は
の
金
山
、

左
は
ま
ふ
の
山
也

被
ず
る
に
以
上
は
筆
者
が
大
村
よ
り
乗
船
し
、
貌
岳
村
半
島
部
の
北
を
廻
り
、

六
時
憾
に
入
り
、

右
方
(
問
)
に
砂
金
採
取
の
捌
場
、

左
方

(
東
〉
に
山
金
を
掘
る
問
歩
が
あ
る
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
掘
場
に
つ
い
て
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

(
運
)

ほ
っ
は
の
札
の
雲
上
宣
人
査
ヶ
月
ニ
金
子
四
分
之
由
申
い
、
ほ
つ
は
の
札
数
試
千
五
百
御
座
い
由
申
い
、
日
々
に
人
廿
入
品
川
人
つ
、
山

へ
参
申
い
間
人
の
五
千
も
可
有
御
座
い

札
敢
五
千
と
い
い
、
二
千
五
百
と
い
う
は
、
誇
張
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
前
述
の
幕
府
に
納
め
た
掘
場
運
上
に
つ
い
て
、
平
均
三



百
人
と
見
積
っ
た
の
は
、
上
納
金
算
定
の
務
側
の
某
礎
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
賞
最
と
し
て
は
必
ず
し
も
王
し
い
か
ど
う
か
疑
わ
れ
る
c

さ
て
七
月
大
村
務
よ
り
幕
府
に
上
納
し
た
問
歩
出
金
に
、
吹
金
一
貫
目
・
砂
金
五
百
六
十
目
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
間
歩
二
つ
の
出
金
と
記
し

て
い
る
。

「
間
歩
之
附
立
」
の
十
二
通
の
文
脅
に
よ
る
と
、
三
月
以
来
寛
永
四
年
中
に
稼
行
さ
れ
た
問
歩
数
は
四
十
に
も
達
す
る
が
、
附
立
に

一
不
さ
れ
た
計
算
で
は
損
分
の
も
の
が
多
く
て
、
殆
ん
ど
徳
〈
刀
の
間
歩
は
な
い
。
し
か
し
間
歩
に
よ
り
、
或
い
は
間
歩
の
一
定
期
間
だ
け
運
上
を

藩
に
納
め
た
も
の
も
あ
る
心
附
立
に
よ
り
確
知
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
い
え
ば
、
運
上
A
H
計
は
丁
銀
三
貴
九
百
七
十
二
匁
四
分
と
な
る
。
間
歩

の
出
鎚
十
荷
に
つ
い
て
問
吹

(
試
製
鍬
)

を
し
て
そ
の
出
金
高
に
よ
旬
、

一
荷
の
金
分
を
算
定
し
、

丁
銀
に
よ
る
代
銀
を
記
し
て
い
る
。
即
ち

こ
の
代
銀
で
手
石
賀
〈
買
石
〉

が
鎚
荷
を
買
取
る
わ
け
で
あ
る
が
、

金
の
代
銀
は
問
・
歩
に
よ
り
一
定
し
な
い
。
そ
れ
は
金
位
に
差
が
あ
る
か
ら

で
あ
ら
う
。
約
四
十
の
間
歩
の
出
金
高
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
間
歩
の
荷
数
と
十
荷
の
問
吹
の
出
金
と
に
よ
り
計
算
し
て
合
計
す
る
と
、
二
貫
九
百

九
蛍
五
欣
…
何
十
例
恥
い
川
げ
J

流
一
切
の
計
算
で
あ
り
、
般
に
こ
れ
に
従

七
十
四
匁
二
聞
と
な
る
。
ま
た
寛
、
永
五
l
六
年
の
金
銀
運
上
納
の
例
で
は
、

う
と
運
上
銀
三
貫
九
百
七
十
二
匁
徐
は
金
四
百
十
七
匁
訟
に
相
賞
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
落
よ
り
幕
府
に
上
納
し
た
と
い
う
、

正
月
十
五
日
よ
り
四
月
廿
五
日
ま
で
の
出
会
一
貫
五
百
六
十
日
の
間
歩
二
つ
に
該
併
す
る

も
の
は
、
こ
の
四
十
ほ
ど
の
間
歩
の
中
に
は
見
嘗
ら
な
い
。
十
二
一
泊
の
文
書
に
は
前
文
の
帥
附
け
た
も
の
も
あ
り
、
二
、
三
の
間
歩
が
減
れ
て
い

る
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
こ
の
種
の
文
書
は
本
来
は
十
七
通
あ
り
、

五
通
を
失
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
不
明
と
な
っ
た
中
に
、
前
述

の
二
つ
の
間
歩
が
あ
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
れ
も
疑
問
で
あ
る
。
即
ち
出
金
を
そ
の
ま
、
上
納
し
た
問
歩
は
山
師
経
管
の
も
の
で
な
く
て
、
恐

ら
く
藩
直
後
の
問
歩
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
寛
文
の
再
掘
の
と
き
に
も
御
切
山
が
あ
っ
た
。
御
切
山
は
直
皆
間
歩
で
あ
る
。

(

間

歩

)

(

錨

)

探
索
書
に
「
此
五
月
廿
八
日
に
口
明
申
い
由
ま
ぶ
の
数
十
八
其
内
く
さ
り
に
付
申
ま
ぶ
い
か
と
尋
申
い
は
大
村
殿
の
山
、
茂
左
衛
門
申
い
而

(

先

)

(

沸

)

山
崎
仕
い
者
之
山
武
つ
口
明
申
い
白
人
心
上
へ
く
さ
り
わ
き
上
り
い
所
ほ
り
申
に
付
其
日
'
S
く
芯
り
出
申
之
由
申
い
」
と
あ
る
。
こ
の
稼
行
開
始

蛍
円
よ
り
鎚
を
出
し
た
間
歩
二
つ
は
山
先
茂
左
衛
門
の
稼
行
で
あ
る
が
、
質
は
大
村
藩
の
直
山
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
「
般
の
山
」
と
も
記
し
て

4・
ノ、
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.. 
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い
る
。
ま
た
同
書
に
よ
る
と
、
大
串
金
山
は
堺
の
叉
兵
衡
が
寛
永
三
年
試
掘
し
て
金
七
十
目
を
上
納
し
稼
行
を
願
出
て
た
の
で
、
経
よ
り
そ
の

金
を
幕
府
に
届
け
、
幕
府
よ
り
三
ヶ
年
間
は
産
金
の
多
寡
に
よ
ら
ず
大
村
藩
に
附
輿
す
る
を
許
し
、

五
月
二
十
八
日
に
関
坑
し
た
と
あ
る
。
山

先
は
叉
兵
衛
・
茂
左
衛
門
雨
人
と
記
す
が
、
茂
左
衛
門
の
名
は
「
問
歩
之
附
立
」
の
文
書
に
、
味
方
茂
左
衛
門
が
あ
り
、

田
中
茂
左
衛
門
間
歩

が
あ
る
。
後
者
は
田
中
茂
左
衛
門
が
は
じ
め
て
普
請
し
た
間
歩
で
、

か
、
る
場
会
そ
の
名
を
冠
し
て
間
歩
を
よ
ぶ
の
は
鉱
山
の
慣
例
で
あ
る
。

附
立
に
山
先
七
右
衛
門
が
あ
り
、
そ
の
又
兵
衛
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
直
山
は
二
月
中
ま
で
に
鎚
千
俵
ほ
ど
掘
り
、
鎚
買
の
商
人
市
日
の
は
百
依
に
つ
き
銀
百
八
十
匁
に
直
を
つ
け
、
質
方
は
二
百

五
十
匁
を
と
な
え
た
。
そ
の
理
由
は
十
依
問
吹
の
結
果
は
金
子
二
匁
五
分
あ
り
と
い
う
の
で
あ
る
。
鎚
買
は
自
ら
問
吹
し
て
買
収
る
こ
と
を
述

ベ
、
問
吹
の
昔
日
に
筆
者
は
金
山
を
去
っ
た
の
で
決
着
の
と
こ
ろ
は
知
ら
な
か
っ
た
が
、
世
汗
で
は
百
九
十
匁
に
落
着
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

一
依
と
は
蓮
半
分
で
作
っ
た
玖
に
入
れ
た
鎚
で
、

一
斗
五
升
入
で
・
、
ま
た
一
荷
と
も
い
う
。
十
荷
の
金
分
二
匁
五
分
は
、
附
立
の
諸

間
歩
に
記
す
鎚
に
比
し
て
必
ず
し
も
良
く
は
な
い
。
し
か
し
露
出
し
た
鎚
筋
に
よ
り
開
坑
嘗
日
よ
り
多
量
の
荷
数
を
切
出
し
た
妖
況
で
、
そ
の

生
産
費
は
比
較
的
低
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
藩
は
こ
の
間
歩
二
つ
を
最
初
よ
り
直
山
と
し
た
わ
け
で
、
出
金
を
上
納
し
た
間
歩
二
つ
が
、
こ
れ

に
蛍
る
に
相
違
な
い
。
寛
、
永
五
年
以
後
の
問
歩
状
況
は
詳
か
で
な
い
が
、
運
上
の
推
移
と
関
連
せ
し
め
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

諸
運
上
と
金
山
経
営

江
戸
幕
府
は
藩
領
の
金
銀
鉱
山
の
採
掘
に
も
そ
の
許
可
を
得
る
を
必
要
と
し
、
問
歩
の
運
上
を
は
じ
め
、
特
定
の
も
の
を
除
い
て
鉱
山
聞
係

の
運
上
諸
役
を
も
上
納
さ
せ
る
態
度
を
も
と
っ
た
。
し
か
し
多
く
の
場
合
は
、
こ
れ
を
そ
の
ま
、
賜
輿
す
る
の
で
あ
る
。
鹿
児
島
藩
で
は
、
、
水

野
金
山
の
開
坑
時
に
、
産
出
の
砂
金
九
百
八
十
九
雨
飴
を
幕
府
に
献
納
し
た
例
も
あ
り
、
大
村
藩
で
も
犬
串
金
山
関
坑
に
嘗
り
、
掘
場
運
上
と
と

も
に
直
山
の
出
金
を
上
納
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
寛
永
四
年
五
月
よ
り
同
五
年
四
月
ま
で
の
一
ヶ
年
分
、
幕
府
上
納
は
金
三
貫
十
五
匁
一
分
、

同
じ
く
上
納
は
金
八
百
四
十
六
匁
一
分
一
厘
三
毛
で
、

寛
永
五
年
五
月
よ
り
同
年
九
月
ま
で
の
五
ヶ
月
分
、

そ
の
内
容
は
第
二
表
の
如
く
で
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あ
る
。
第
二
表
の
二
の
掘
場
所
諮
ム
円
滑
川
上
に
は
、
掘
場
だ
け
で
な
く
但
馬
問
中
-
の
請
合
運
上
を
も
合
ん
で
い
る
。
請
ム
口
が
九
月
末
よ
り
十
月
十

四
日
ま
で
短
期
間
行
わ
れ
十
月
十
五
日
よ
り
金
山
は
荷
山
に
切
替
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
諸
座
運
上
中
に
は
五
月
よ
り
十
月
十
四
ま
で
の

尾
崎
町
地
料
金
四
十
六
匁
一
介
入
庫
、
鍛
冶
運
上
八
'
匁
一
六
介
入
国
四
毛
一
U
F
M
十
一
一
川
区
一
一
一
日
け
を
含
ん
で
い
る
。

さ
て
寛
永
五
年
五
月
よ
り
九
月
ま
で
は
問
歩
の
運
上
と
し
て
は
鎚
十
介
の
一
運
上
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
明
か
に
請
合
即
ち
諸
山
法
と

針
比
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
鎚
十
分
の
二
週
上
は
、
出
鎚
高
の
十
分
の
一
を
藩
に
納
め
、
残
り
は
山
師
取
介
と
す
る
も
の
で
、
荷
介
法
に
腿
す

る
も
の
と
見
て
よ
か
ら
う
。
寛
永
五
年
五
月
ま
で
の
一
ヶ
年
の
間
歩
運
上
は
細
川
間
歩
運
上
と
記
さ
れ
て
十
介
一
週
上
と
断
つ
て
は
お
ら
ぬ
。
そ

こ
で
同
じ
荷
分
法
が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
荷
分
の
卒
法
が
還
っ
て
い
た
と
す
る
推
測
が
可
能
で
あ
る
。

寛
永
四
年
中
、

山
師
稼
行
の
間
歩
に
つ
い
て
、
間
歩
之
附
立
に
は
出
鎚
代
銀
と
入
目
と
に
つ
い
て
主
引
し
、
損
徳
介
を
犯
し
て
い
る
。
そ
し

て
連
上
が
あ
っ
た
場
合
は
丁
銀
を
以
て
記
し
「
但
御
運
上
に
定
申
相
受
申
い
係
、
荷
数
者
印
ジ
不
申
H
W
」
と
い
う
俳
句
を
、

し
ば
し
ば
書
添
え

て
い
る
。
こ
れ
は
出
鑓
に
封
し
て
所
定
の
荷
分
窄
法
に
よ
る
運
上
荷
数
を
代
銀
を
以
て
表
示
し
、
戎
い
は
便
宜
代
銀
で
上
納
し
た
か
ら
で
あ
ら

う
。
代
銀
は
十
荷
に
つ
い
て
の
問
吹
に
よ
る
出
金
の
代
銀
よ
り
計
算
さ
れ
て
お
り
、

同
貝
石
の
買
入
直
段
に
よ
る
の
で
あ
る
。

附
立
の
入
目
は

「
飯
米
・
諸
道
具
」
、
「
飯
米
・
っ
ち
・
た
が
ね
・
矢
切
・
松
油
」
と
あ
り
、
法
上
は
鎚
代
銀
よ
り
柊
除
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
故
に
鎚
代
銀
は

山
師
分
の
鎚
に
劃
す
る
も
の
℃
あ
る
と
見
ら
れ
る
ο

し
か
し
異
例
な
附
立
の
書
き
方
も
あ
る
。
但
馬
加
左
衛
門
の
書
出
し
た
も
の
は
、
前
・
部
が

快
け
て
間
歩
名
は
不
明
で
あ
る
が
、
線
鎚
高
六
百
三
十
三
荷
代
銀
四
貫
百
九
十
五
匁
九
分
、
内
一
貫
六
百
七
十
八
匁
三
分
六
回
を
上
納
分
と
し
、

入
目
を
差
引
い
て
七
百
二
十
一
一
匁
六
聞
の
損
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
附
立
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
荷
介
卒
法
が
推
定
さ
れ
る
か
。

前
述
の
加
左
衛
門
の
稼
行
間
歩
で
は
四
分
公
納
六
分
山
師
分
の
計
算
に
な
る

Q

し
か
し
同
じ
間
歩
が
十
月
五
日
以
後
の
稼
行
で
は
、
六
百
八

十
荷
代
銀
一
貫
四
百
日
の
出
鎚
が
あ
っ
た
が
、
運
上
は
納
め
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
入
目
差
引
四
百
二
十
目
の
損
と
い
う
不
況
な
朕
態
で

あ
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
稼
行
間
歩
に
す
べ
て
運
上
が
伴
っ
た
わ
け
で
な
く
、
荷
分
法
で
は
一
定
の
賀
直
以
下
の
出
鑓
に
勤
し
て
は
公
納
を
兎

Trv訴訟藍葦一陸



ず
る
の
が
山
仕
法
で
あ
っ
た
。

異
野
嘉
右
衛
門
・
村
上
興
兵
衛
・
味
方
茂
左
衛
門
の
小
谷
の
三
つ
の
間
歩
の
出
鑓
代
銀
は
合
計
三
貫
四
百
三
十
六
匁
一
分
で
あ
っ
た
が
「
右

之
山
・
8
度
々
松
千
代
様
、
口
了
銀
三
百
武
拾
目
三
分
八
回
」
を
上
納
し
た
と
い
う
。
し
か
し
同
一
の
間
歩
で
も
三
期
に
介
れ
て
稼
行
し
て
い
る
の

で
、
荷
分
が
縫
縮
刷
さ
れ
た
か
戎
い
は
前
後
同
率
法
で
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
。
豊
後
府
内
の
庄
左
衛
門
は
但
馬
輿
市
平
の
大
切
間
歩
を
、

Iま

山
組
三
人
他
は
二
人
で
稼
行
し
て
、
二
口
取
分
銀
二
貫
百
四
十
五
匁
五
分
、
二
口
の
運
上
銀
五
百
六
十
六
匁
五
分
で
あ
っ
た
。

取
口
銀
一
向
に
海
上

銀
高
を
加
え
た
も
の
〈
総
出
鎚
代
銀
)
と
運
上
銀
高
の
比
は
、
十
分
の
入
場
の
山
師
取
分
と
十
分
の
二
強
の
会
納
分
と
な
る
。
但
馬
平
の
播
勝
七

兵
衛
山
の
波
は
山
師
不
明
で
あ
る
が
、

取
口
銀
六
百
四
十
目
に
封
し
運
上
銀
百
四
十
九
匁
六
分
で
あ
る
。
こ
の
稼
行
日
数
百
十
六
円
で
あ
る
が

「
右
之
山
少
之
問
御
運
上
に
受
A
口
」
と
あ
り
、
運
上
は
右
の
期
間
中
の
一
部
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
従
っ
て
会
納
卒
は
十
分
の
二
以
上
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
山
先
七
左
衛
門
も
運
上
銀
五
百
四
十
目
を
上
納
し
て
い
る
が
、
彼
は
但
馬
興
市
平
の
問
歩
、
問
先
谷
の
間
・
歩
を
稼
ぎ
、
し
か
も

先
谷
の
も
の
は
三
期
に
分
け
た
稼
行
で
あ
る
た
め
、
荷
分
卒
法
を
算
定
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
中
尾
助
市
の
稼
行
間
歩
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。
犬
坂
の
孫
左
衛
門
の
場
合
は
、
小
谷
の
間
歩
一
口
は
皆
損
、

一
は
収
分
銀
二
貫
百
三
十
七
匁
五
介
あ
り
、

こ
の
介
は
入
日
発
引
六
百

四
十
日
の
徳
分
が
あ
っ
た
。

「
小
谷
山
-
二

m少
渋
徳
分
御
座

M
故
、
松
千
代
様
じ
銀
子
八
拾
六
匁
上
納
仕
い
」
と
あ
り
、
こ
の
場
合
は
荷
分
注

上
で
は
な
く
、
種
分
と
し
て
八
十
六
匁
即
ち
二
枚
を
上
納
し
た
ら
し
い
。

探
索
書
に
次
の
注
目
す
べ
き
記
遁
が
あ
る
。(

運
)

ま
ぶ
山
は
は
り
こ
査
人
に
何
程
と
申
雲
上
無
御
座

M
、
く
さ
り
出
申
M
へ
は
百
依
の
く
さ
り
之
内
三
十
雲
上
に
上
け
残
七
十
を
叉
査
分

(

先

)

(

揃

子

)

(

作

法

)

山
崎
へ
出
し
、
残
る
六
十
を
四
分
六
分
に
わ
け
、
六
分
を
山
主
取
、
四
分
を
は
り
こ
い
く
人
御
座
川
い
て
も
取
申
由
申
い
、
山
の
さ
ほ
う
と

申
~1. 

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
出
鑓
百
俵
の
内
、

上
納
三
十
依
、
残
り
七
十
依
を
山
先
に
十
依
出
し
、

六
十
依
を
四
分
六
分
に
分
け
て
六
分
は
山
、
王
〈
山

大

串

金

山
(
小
葉
町
)

ノ¥
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師
)
四
分
は
掘
子
の
持
分
と
す
る
と
い
う
。
山
先
に
一
分
を
出
す
と
い
う
例
は
他
鉱
山
に
徐
り
見
な
い
例
で
あ
る
が
、

公
納
分
の
残
り
を
、

定
の
歩
合
で
山
主
・
掘
子
に
分
け
る
の
は
、
賃
銀
制
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
通
法
の
一
つ
で
あ
る
o

附
立
の
文
書
の
入
目
の
内
容
は
飯
米
と
諸

道
具
を
あ
げ
て
給
銀
賃
銀
等
を
記
し
て
い
な
い
。

取
分
の
鎚
代
銀
は
或
い
は
掘
子
持
分
を
控
除
し
た
も
の
で
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
な
い
で
は

戸

L

、。

中
ん
し

し
か
し
寛
永
主
年
四
月
ま
で
の
荷
分
率
法
が
概
し
て
十
分
の
一
以
上
の
公
納
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ら
う
。

間
歩
・
掘
場
の
運
上
の
外
に
諸
座
運
上
が
あ
る
。
寛
永
五
年
五
月
以
降
の
例
に
よ
る
と
、
酒
・
細
物
は
十
分
の
一
役
で
、
刻
多
葉
粉
・
麺
類

-
八
百
八
町
・
魚
棚
の
運
上
は
定
額
が
課
せ
ら
れ
、
味
噌
も
同
様
で
あ
る
が
八
月
よ
り
多
少
増
加
し
て
い
る
o

寛
、
氷
四
年
五
月
よ
り
一
ヶ
年
分

の
運
上
に
は
米
運
上
が
あ
る
o

こ
れ
は
寛
文
の
例
を
併
考
す
る
と
、
小
寅
役
で
あ
ら
う
。
高
治
三
年
に
大
村
藩
が
金
山
再
掘
を
計
劃
し
て
伊
丹

蔵
人
の
家
臣
中
山
十
兵
衛
に
送
っ
た
書
朕
の
中
に
「
先
年
金
山
明
申
い
時
分
、
隣
園
者
米
之
直
段
査
石
に
付
銀
武
拾
三
'
匁
仕
M
W

庭
-
一
、
安
元
之

③
 

米
者
金
山
ユ
而
萱
石
-
二
銀
問
拾
三
匁
三
分
定
ニ
一
棟
申
M
H

」
と
あ
り
、
藩
は
米
の
専
寅
で
大
利
を
得
た
の
で
あ
る
。
探
索
香
に
「
山
米
之
ね
丁
銀

百
目
-
一
武
石
武
斗
三
斗
仕
れ
」
と
あ
り
、

一
石
に
つ
き
四
十
三
匁
五
分
l

四
十
五
匁
五
分
の
計
算
と
な
り
、
大
鰐
前
掲
の
書
朕
と
一
致
す
る
。

こ
れ
は
藩
が
減
米
を
依
で
定
ま
っ
た
直
段
を
以
て
小
寅
人
に
抑
下
げ
、
小
賓
人
は
そ
の
定
債
で
一
升
責
を
す
る
o

依
は
候
米
分
等
、
名
目
の
量

せ
不
申
い
、

よ
り
出
が
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
小
寅
人
の
利
潤
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
探
索
書
に
ま
た
「
大
村
b
金
山
へ
参
M
W

ユ
切
手
無
御
座
い
へ
は
舟
ニ
の

(
運
)

切
手
之
雲
上
空
人
銀
子
威
分
宛
、
大
村
人
か
七
り
商
ニ
一
波
り
口
河
谷
と
申
所
人
の
も
所
之
庄
や
切
手
出
し
、
切
手
無
之
い
へ
は
舟
ニ
の

せ
不
申
い
」
と
あ
る
。
寛
女
の
と
き
も
金
山
に
入
る
も
の
は
札
銀
を
納
め
て
下
札
を
持
つ
を
必
要
と
し
た
。
こ
れ
も
藩
の
牧
盆
と
な
っ
た
。

口

河
谷
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
が
川
棚
の
誤
り
で
あ
る
ま
い
か
。
寛
文
の
と
き
も
、
金
山
に
赴
く
に
は
、
久
嶋
城
下
・
時
津
・
彼
杵
・
川
棚
の
四

ケ
所
よ
り
す
る
を
限
っ
た
。

空主主
肩円

U~ 

需主

管

寛
永
五
年
十
月
に
至
り
、
金
山
を
米
寅
・
諸
座
も
併
せ
て
一
切
を
請
山
と
す
る
こ
と
に
し
た
。
荷
山
の
契
約
係
件
は
次
の
通
り
で
あ
る
。



十
月
十
五
日
よ
り
向
う
十
二
ヶ
月
間
の
運
上
銀
八
十
六
貫
邸
ち
二
千
枚
、
内
四
十
三
貫
は
直
ち
に
、
残
り
四
十
三
貫
は
半
年
後
の
四
月
十
五
日

に
、
縦
令
捨
山
と
な
る
も
必
ず
上
納
す
る
。
金
山
の
飯
米
は
藩
米
を
入
れ
て
他
の
米
は
一
切
入
る
、
を
禁
じ
、
直
段
は
長
崎
の
相
場
を
月
始
め

に
尋
ね
A
n
せ
て
販
寅
さ
せ
ろ
。
運
上
銀
・
米
代
は
金
子
で
納
め
、
金
子
直
段
は
九
品
百
五
と
す
る
。
若
し
金
子
で
米
を
買
入
れ
な
け
れ
ば
務
よ
り

直
接
山
直
段
に
て
寅
る
。
十
ハ
串
・
八
木
原
・
小
迎
・
河
内
浦
四
ケ
村
を
金
山
直
域
と
し
、

田
畑
山
林
を
掘
る
場
合
は
、
そ
の
地
主
と
談
A
口し、

金
山
稼
人
等
の
町
地
料
と

L
て
知
行
主
に
居
屋
敷
料
を
納
め
る
o

領
分
内
の
小
者
・
百
姓
等
主
人
の
許
可
な
く
し
て
山
中
に
参
る
者
は
見
立
次

第
に
山
を
梯
い
、
切
支
丹
は
山
中
に
一
日
も
召
置
か
ぬ
こ
と
に
す
る
。
藩
の
重
臣
の
富
永
四
郎
左
衛
門
が
金
山
に
参
り
不
怯
あ
り
と
総
め
た
な

①
 

ら
ば
、
金
山
を
請
渡
す
と
も
返
上
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
保
件
の
下
に
詩
人
を
長
崎
で
定
め
る
こ
と
と
し
、
京
の
深
江
屋
助
右
衛
門
と
田
中
助
兵
衛
が
請
人
と
な
っ
た
。

し
か
し
金
山

の
朕
況
は
思
わ
し
く
な
か
っ
た
。
請
願
の
結
果
八
十
六
貫
中
、
三
貫
だ
け
免
除
せ
ら
れ
、
残
り
八
十
三
貫
を
銀
六
十
三
貫
三
百
十
四
匁
一
分
と

金
二
貫
七
十
二
匁
二
分
を
以
て
上
納
し
た
。
産
金
乏
し
く
、
金
納
は
出
来
ず
、
銀
十
九
貫
六
百
八
十
五
匁
九
分
の
代
を
九
蛍
五
の
相
場
で
金
二

貫
七
十
二
匁
二
分
と
し
た
の
で
あ
司
%

寛
永
七
年
三
月
、

大
村
支
払
右
衛
門
は
深
江
屋
を
京
よ
り
呼
下
し
た
が
、

こ
れ
は
外
目
(
外
海
)
村
金
山
印
ち
壁
一
一
浦
金
山
の
開
後
の
た
め
で
あ

J

こ
o

J

J

J

 

彦
右
衛
門
は
賞
主
松
千
代
(
純
伝
)
若
少
の
た
め
後
見
を
し
た
家
門
の
執
政
で
あ
る
。
.
五
月
頃
に
同
じ
く
京
よ
り
ゑ
ぴ
や
珂
一
右
衛
門
・

後
藤
伊
賀
も
大
村
に
下
り
、

十
月
末
ま
で
掘
る
も
、

以
上
三
人
の
外
に
平
野
屋
彦
右
衛
門
が
加
わ
り
、
九
月
に
向
う
十
二
ヶ
月
間
銀
千
枚
で
外
目
村
金
山
を
詫
附
け
た
。

よ
司
均
し
か
ら
ず
、
山
の
返
上
と
運
上
の
納
付
不
能
を
申
出
た
が
、
藩
よ
り
は
稼
行
の
績
行
を
勧
め
、
出
金
あ
れ
ば
千
枚

の
約
高
を
納
む
べ
く
、
出
金
な
け
れ
ば
更
め
て
談
A
n
す
べ
し
と
告
げ
た
。
し
か
も
、
さ
ら
に
三
|
四
ヶ
月
掘
る
も
損
を
増
す
の
み
で
、
途
に
山

を
放
棄
し
、
二
ヶ
月
分
の
運
上
七
貫
百
六
十
六
匁
六
分
を
上
納
し
た
。
後
藤
伊
賀
等
四
人
の
大
村
家
中
に
提
出
し
た
書
物
に
、

丁
銀
七
貫
百
六

十
六
匁
六
分
上
納
の
次
第
を
述
べ
「
此
御
運
上
銀
御
公
儀
ね
相
納
Y
銀
二
而
御
座
い
係
、
右
之
銀
b
外
ニ
少
渋
銀
子
相
納
不
申
H
H

儀
誓
紙
仕
い
」

プミ

3
 

4
H吋

金

山
(
小
葉
回
)

ノl、
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と
あ
る
。
こ
の
運
上
銀
は
寛
、
氷
五
年
十
月
深
江
屋
の
請
け
た
大
串
金
山
の
運
上
金
銀
と
と
も
に
幕
府
に
上
納
さ
れ
て
い
る
。
深
江
尾
が
請
山
を

返
上
し
た
翌
日
(
定
、
水
六
年
十
月
十
六
日
)
提
出
し
た
書
物
に
「
御
運
上
銀
子
分
八
十
三
貫
目
之
辻
慌
ニ
仰
上
納
仕
い
、

若
御
等
法
御
座
い
者
罷
出

可
申
上
い
」
と
あ
る
は
、
幕
府
の
尋
問
に
も
答
え
る
意
味
で
あ
る
。
寛
永
四
年
の
間
歩
之
附
立
も
、
幕
府
に
針
し
て
、

運
上
金
に
閲
す
る
用
意

の
文
書
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

外
目
村
金
山
開
坑
の
際
、
深
江
屋
に
封
し
て
、
京
で
は
大
村
彦
右
衛
門
、
大
村
で
は
富
永
四
郎
左
衛
門
・
大
村
内
匠
等
の
家
門
年
老
よ
り
起

誓
文
を
入
れ
、
深
江
屋
よ
り
は
血
判
を
そ
れ
ぞ
れ
準
め
た
と
い
う
。
こ
れ
に
関
連
し
て
大
村
藩
と
深
江
尾
と
の
問
に
金
銭
の
出
入
が
起
っ
て
お

り
、
深
江
屋
が
大
村
に
下
れ
ば
在
府
の
彦
右
衛
門
に
談
合
せ
よ
と
い
い
、
江
戸
で
は
園
許
の
内
匠
に
交
渉
せ
よ
と
い
い
、
深
江
尾
は
寛
、
氷
十
一

年
十
一
月
に
至
り
、
落
、
玉
に
訴
え
て
「
御
公
儀
様
御
さ
い
は
ん
を
法
受
可
申
魔
悟
」
と
強
硬
な
態
度
を
表
明
し
た
。
恐
ら
く
藩
は
右
の
起
誓
文

を
以
て
深
江
尾
を
金
山
の
講
主
と
し
、

同
時
に
金
銭
の
融
資
を
受
け
た
も
の
ら
し
い
。

ゑ
ぴ
尾
は
後
藤
伊
賀
と
協
同
し
請
山
に
加
わ
っ
た
が

「
切
賞
者
手
前
不
罷
成
M
W

問
、
山
之
入
用
商
事
遣
、
我
等
取
替
申
い
」
と
い
っ
て
お
り
、
後
藤
が
工
事
を
携
蛍
し
彼
は
資
金
面
を
受
持
っ
た
ら

し
い
。
大
村
下
向
以
前
に
も
、
伎
は
後
藤
に
相
嘗
に
融
資
し
た
ら
し
く
、
算
用
を
請
求
す
る
と
、
後
藤
は
犬
村
彦
右
衛
門
面
前
で
返
濁
し
た
と

い
う
の
で
、
所
司
代
板
倉
章
一
宗
に
目
安
提
出
の
と
き
、
使
者
の
派
遣
法
一
一
一
一
口
方
を
、
彦
右
衛
門
宛
に
依
頼
し
て
い
る
。

立

文

の

稼

行

大

串

金

山

の

再

開

大
村
落
で
は
寓
治
三
年
秋
頃
よ
り
大
串
金
山
の
再
開
の
計
劃
を
準
め
て
、
幕
府
の
許
可
を
得
る
た
め
運
動
を
は
じ
め
た
。
そ
の
動
機
を
大
村

務
の
財
政
問
題
に
関
連
さ
せ
て
考
え
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
金
山
再
開
の
具
慨
的
方
法
の
参
考
と
し
て
山
先
の
三
嶋
藤
右
衛
門
よ
り
書
出
し
た

「
近
年
之
金
山
御
所
務
之
事
」
の
書
物
は
薩
躍
の
永
野
金
山
の
仕
法
書
で
あ
る
。
そ
し
て
事
寅
大
串
に
お
い
て
は
殆
ど
こ
れ
に
準
接
し
た
方
法



が
採
ら
れ
た
。
永
野
金
山
は
寛
永
十
七
年
に
開
か
れ
、
同
二
十
年
春
に
閉
鎖
さ
れ
た
が
、
鹿
児
島
藩
の
財
政
窮
泊
一
し
こ
れ
を
救
済
す
る
目
的
で

再
開
を
企
て
数
年
に
豆
り
幕
府
に
請
願
し
、
明
暦
二
年
六
月
そ
の
許
可
を
得
た
υ

国
治
元
、
二
年
に
は
遊
金
高
一
ヶ
年
同

!?1百
貫
に
達
し
、

嘗
時
に
お
い
て
わ
が
圏
第
一
の
金
山
と
な
っ
た
。
大
村
藩
も
恐
ら
く
こ
れ
に
注
目
し
、
鹿
児
島
藩
に
倣
わ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

高
治
三
年
十
月
大
村
右
計
一
允
等
よ
り
勘
定
奉
行
伊
丹
蔵
人
(
勝
長
)

の
家
臣
中
山
十
兵
術
に
書
肢
を
さ
り
、

前
勘
定
奉
行
伊
丹
廉
勝
宛
に
大

村
松
千
代
よ
り
提
出
し
た
寛
永
年
中
西
丸
御
納
戸
に
納
め
た
金
山
運
上
の
魔
の
寓
を
提
示
し
て
金
山
再
開
の
立
あ
る
回
目
を
官
、
げ
た

Q

大
村
の
営

主
純
長
は
、

伊
丹
勝
長
の
四
男
で
あ
り
、

慶
安
三
年
五
月
純
信
(
松
千
代
)
病
篤
き
と
き
養
子
と
な
り
‘

翌
年
二
月
跡
を
継
い
だ
の
で
あ
る
。

し
か
も
先
代
純
信
の
室
は
勝
長
の
女
で
純
長
の
妹
で
あ
っ
た
。
勝
長
は
慶
安
三
年
七
月
勘
定
奉
行
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
金
山
再
開
の
計
割
を

合
げ
て
、
幕
府
の
許
可
を
得
る
た
め
霊
力
を
求
め
た
わ
け
で
あ
る
。

大
村
右
近
允
等
の
書
吠
に
示
さ
れ
た
目
論
に
は
、
掘
子
は
傾
分
の
も
の
を
使
わ
ず
他
傾
の
も
の
を
入
る
、
方
針
を
述
べ
て
、
飯
米
が
一
川
同
僚
に

梯
わ
れ
、
ま
た
諸
運
上
の
牧
入
が
相
場
回
あ
り
潜
の
た
め
有
利
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
書
代
は
十
月
十
二
日
江
戸
に
到
春
、
政
人
よ
り
翌
々

十
四
日
付
の
返
書
を
送
り
、
金
山
に
つ
い
て
は
よ
く
詮
議
し
て
重
ね
て
申
越
す
べ
く
、
一
委
細
は
面
談
す
る
と
申
送
っ
た
。

寛
文
元
年
七
月
、
恐
ら
く
伊
丹
勝
長
に
提
示
し
た
と
思
わ
れ
る
大
村
細
川
五
左
衛
門
の
大
串
金
山
の
目
論
書
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
此
皮
の

金
山
は
大
串
山
の
中
で
あ
る
が
、
掘
る
箇
所
は
先
年
の
と
こ
ろ
で
な
く
、

山
功
者
が
新
規
に
見
立
て
金
あ
り
と
い
う
場
所
を
制
ら
す
こ
と
、
再

聞
の
許
可
あ
れ
ば
他
所
の
も
の
に
掘
ら
し
、
領
内
の
者
掘
れ
ば
田
畑
が
荒
れ
る
と
恩
わ
れ
る
こ
と
、
金
山
運
上
は
荷
分
に
よ
る
こ
と
、
飯
米
は
三

千
人
分
程
度
は
領
分
の
米
で
ま
か
な
え
る
が
、
そ
れ
以
上
の
人
欺
集
ま
る
と
き
は
肥
後
・
筑
前
・
筑
後
・
肥
前
よ
り
一
一
民
米
い
か
ほ
ど
も
参
り
山

。、

民
迷
惑
な
き
こ
と
、
等
を
述
べ
て
い
る
。
直
ち
に
勝
長
は
月
番
老
中
の
松
平
信
網
を
訪
ね
大
時
金
山
に
つ
い
て
内
意
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
が
、
「
大

分
人
数
一
入
籍
申
い
問
、
摘
川
被
入
念
」
重
ね
て
老
中
に
申
出
べ
し
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
営
夜
勝
長
は
浦
五
左
衛
門
を
招
き
、
信
綱
の
意

向
を
台
げ
て
「
切
支
丹
宗
門
改
之
儀
其
外
仕
置
之
障
り
二
一
決
罷
成
問
吸
い
技
」
家
中
の
者
に
も
よ
く
校
合
し
て
中
上
げ
よ
と
泳
し
た
。

ノ¥

市

金

山
(
小
葉
閏
)
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幕
府
が
金
山
再
開
の
許
可
に
つ
い
て
械
め
て
慣
重
な
態
度
で
あ
っ
た
大
き
な
理
由
は
、
切
支
丹
取
締
に
闘
す
る
懸
念
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に

大
村
藩
の
如
く
切
支
丹
の
本
擦
に
位
置
し
、
他
傾
他
園
も
の
、
掘
子
を
多
く
集
め
よ
う
と
す
る
目
論
の
場
合
は
、
な
お
さ
ら
さ
う
で
あ
っ
た
。

禰
五
左
衛
門
は
一
門
・
馬
廻
衆
と
も
談
合
の
上
で
勝
長
を
訪
ね
、
他
領
の
も
の
は
家
老
・
町
奉
行
・
船
奉
行
・
代
官
い
ず
れ
か
の
手
形
及
び
寺

の
手
形
を
持
参
す
る
も
の
に
つ
き
吟
味
の
上
で
金
山
に
入
れ
、
切
支
丹
宗
門
改
と
し
て
他
傾
の
も
の
に
も
五
人
組
を
作
ら
せ
一
年
に
雨
皮
絢
を

踏
ま
せ
る
こ
と
を
申
出
で
、
金
山
出
来
す
れ
ば
家
中
領
民
が
潤
う
こ
と
を
告
げ
た
の
で
、
勝
長
は
老
中
に
趣
意
を
執
次
ぐ
こ
と
を
約
し
た
。
そ

の
後
勝
長
は
犬
村
邸
を
訪
ね
て
、
切
支
丹
改
の
件
等
は
掬
五
左
衛
門
の
申
出
に
異
議
は
あ
る
ま
い
が
、

会
儀
に
申
請
す
る
儀
で
あ
る
か
ら
、
閥

許
家
老
に
も
申
送
り
家
中
に
も
申
聞
か
せ
、
吟
味
の
上
で
申
出
す
べ
し
と
注
意
し
た
。
よ
っ
て
禰
五
左
衛
門
等
よ
り
岡
許
の
家
老
等
に
宛
て
、

以
上
の
趣
意
を
申
送
っ
た
。
こ
れ
に
針
す
る
家
老
・
馬
廻
の
返
書
に
は
、
先
き
に
繍
五
左
衛
門
等
が
勝
長
に
提
出
し
た
趣
意
と
同
じ
く
、
切
支

丹
改
を
寅
施
す
る
こ
と
を
権
総
し
、
ま
た
開
坑
許
可
あ
れ
ば
家
中
傾
民
も
こ
と
の
外
く
つ
ろ
ぎ
町
人
は
も
と
よ
り
百
姓
も
飴
暇
に
は
少
々
の
質

問
貝
も
出
来
る
と
述
べ
て
い
る
。

日
附
を
快
く
「
寓
一
金
山
被
仰
什
仏
者
山
仕
置
之
貸
」
は
こ
の
頃
の
家
老
等
の
姥
書
で
あ
ら
う
。
そ
れ
に
は
他
傾
の
も
の
金
山
に
入
る
に
家

老
・
町
奉
行
・
船
奉
行
・
代
官
い
ず
れ
か
の
手
形
及
び
寺
手
形
持
参
を
必
要
と
し
、
切
支
丹
宗
門
改
は
他
領
の
も
の
に
も
五
人
組
を
作
ら
せ
一

年
雨
度
論
帽
を
踏
ま
せ
、
他
領
の
も
の
無
作
法
を
致
さ
ば
捌
捕
り
牢
舎
し
そ
の
本
闘
に
連
絡
し
返
報
次
第
に
仕
置
申
付
く
る
こ
と
、
金
山
町
の
境

を
定
め
二
、
三
の
出
入
口
を
き
め
、

口
番
・
船
手
番
・
間
歩
口
番
及
び
山
奉
行
二
人
・
米
抑
役
人
を
宵
く
こ
と
、
誇
運
上
は
他
所
の
金
山
並
と

す
る
こ
と
、
金
山
に
入
る
人
数
は
三
千
人
ま
で
と
す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

幕
府
の
許
可
は
翌
寛
文
二
年
八
月
漸
く
出
た
。
し
か
し
他
闘
の
も
の
が
金
山
に
入
る
こ
と
を
許
さ
ず
、
領
分
の
も
の
の
み
で
稼
が
し
め
た
の

は
、
藩
の
目
論
の
第
一
の
削
離
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
十
一
月
純
長
よ
り
牧
野
織
部
正
に
宛
て
た
書
献
に
次
の
如
く
見
え
る
。

金
山
之
儀
以
領
内
之
人
夫
掘
之
相
試
、
=
山
之
様
子
可
申
上
之
官
、
伽
仰
送
中
b
被
仰
下
弘
付
而
領
内
之
人
夫
ζ

ほ
ら
せ
申
弘
、
掬
金
山
仰



言叫当一子苦手

1J一一毒
4
轟
轟
轟
量
調
璽

付
投
下
hu
者
少
A
T

他
筒
之
者
入
申
度
奉
願
弘
、
領
分
之
者
金
山
掘
申
儀
曾
而
不
案
内
-
一
有
之

M
、
共
上
拙
子
領
内
人
す
く
な
く
居
中
H
W

故、

領
八
刀
之
者
一
二
間
ほ
ら
せ
申
い
て
山
少
々
田
畑
荒
可
申
と
存
い
、
他
傾
之
者
入

M
而
ほ
ら
せ
申
い
者
金
子
洗
車
山
-
二
掘
出
、
手
前
勝
手
ニ
決

(
老
中
酒
井
忠
清
)

此
陵
不
苦
被
思
召
い
者
、
雅
楽
頭
殿
h
御
内
談
甲
一
一
m
御
窺
被
成
被
下
関
敷
哉
、
若
又
他
所
之
者
入
申
事
曾
而
無
用
之
趣

可
罷
成
被
存
候
、

ユ
御
老
中
捷
被
思
召
上
、
雅
楽
頭
殿
ね
被
得
御
内
意
比
儀
不
入
事
と
貴
様
に
思
召
い
者
御
無
用
一
一
仏
、
何
方
之
金
山
ね
法
他
領
之
者
入
申

M
W

事
無
用
と
被
仰
湾
hw
得
共
、
ひ
そ
か
ニ
入
申
M
W

様
ニ
風
聞
仕
弘
、
と
か
く
一
二
笈
元
金
山
之
儀
他
所
b
功
者
之
人
宍
入
不
巾
い
而
者
、
人
ぷ

決
出
品
球
勝
手

-T法
罷
成
問
敷
と
存
い
問
、
左
様
-
一
一
御
心
得
被
成
可
然
様
ニ
奉
沼
郡
M
、
他
領
之
者
入
M
W

儀
御
訴
怒
申
上
M
W

事
、
金
山
被
仰
付

無
関
儀
-
ア
御
座
い
問
、
た
と
ひ
無
勝
手
ニ
御
座
M
W

共
如
何
敷
奉
存
M
W

問
、
蛍
度
者
申
上
関
敷
と
存
弘
、
諸
事
貴
様
相
滋
罷
上
M
W

問
、
何
之

道
ニ
一
般
宜
穀
様
-
二
本
願
H
W

わ
ら
び
の
こ
し
に
在
っ
た
。
十
月
三
日
に
掘
は
じ
め
廿
二
日
銭
に
つ
き
、
十
一
月
五
日
ま
で
に
人
夫
三
百

(
絃
端
)

二
十
四
人
で
、
鎚
廿
三
荷
間
金
十
七
匁
二
介
で
あ
っ
た
と
い
う
。
四
つ
留
は
高
五
尺
五
寸
・
横
六
尺
、
深
八
聞
を
掘
り
「
つ
る
は
し
威
寸
程
有

再
開
に
時
間
り
着
手
し
た
問
歩
は
、

之
、
其
上
山
万
二
而
は
り
申
い
儀
は
か
参
不
申
、
殊
二
四
内
之
者
、
金
山
不
案
内
故
く
さ
り
平
山
ニ
出
不
申
い
事
」
と
あ
る
。
こ
の
間
の
所
要
人

(
鍛
冶
)

数
と
し
て
「
奉
行
上
下
廿
六
人
、
人
夫
四
拾
武
人
、
か
ぢ
一
人
、
犬
工
一
人
、
〆
七
拾
人
、
都
合
人
数
武
千
武
百
四
拾
人
、
十
月
三
日
・
8
十
一

月
五
日
迄
日
数
三
拾
或
日
」
と
記
し
た
魔
が
あ
る
。

幕
府
は
明
暦
二
年
六
月
、
水
野
金
山
の
再
開
を
鹿
鬼
烏
蒋
に
許
可
す
る
に
嘗
り
、
先
ず
二
|
二
一
年
は
領
内
の
も
の
だ
け
で
掘
ら
す
べ
し
と
し
た
。

寛
文
二
年
二
月
に
至
り
、
鹿
児
島
藩
の
請
願
に
よ
り
他
領
の
も
の
を
募
る
こ
と
を
許
し
、
自
他
領
民
七
l
八
千
以
下
に
限
ら
し
め
た
。
こ
の
頃

幕
府
が
他
闘
も
の
の
鎖
山
集
中
に
射
し
警
戒
し
た
細
川
由
は
田
畑
の
荒
廃
の
顧
慮
も
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
し
か
し
九
州
で
は
、
強
く
切
支
丹
取
締

を
考
え
た
こ
と
は
前
遮
の
遁
り
で
あ
る
。

金

山

。コ

領

有

大

，
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八
八

犬
村
落
の
金
山
領
有
の
機
構
に
つ
い
て
は
、
次
の
四
文
書
に
よ
っ
て
大
慨
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
年
月
候

原
八
芹
一
衛
門

金
山
之
儀
ニ
什
而
組
寛

二
、
寛
文
三
年
卯
正
月
廿
五
日

一
服
回
十
郎
左
衛
門
・
犬
村
織
部
助
・
大
村
知
五
左
衛
門

J篭

二
、
寛
文
三
年
卯
ご
月
日

稲
田
・
大
村
織
・
大
村
掬

定

四
、
卯
二
月
日

大
村
金
山
勝
一
一
書

こ
の
内
、
原
の
覚
書
は
奉
行
・
諸
役
人
等
の
支
配
の
人
的
組
織
を
記
し
た
の
で
あ
る
が
「
他
傾
之
者
入
人
数
五
百
人
之
事
」
と
い
う
筒
係
が

あ
っ
て
、
寛
文
二
年
八
月
の
幕
府
の
金
山
開
坑
許
可
の
以
前
の
も
の
ら
し
く
も
一
息
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
「
町
割
正
月
十
八
日
之
車
、
相
一
三
間
口

品
、
入
五
問
之
屋
敷
武
百
ヶ
所
」
の
箇
僚
も
あ
り
、
開
坑
の
決
定
後
の
畳
ら
し
い
。
恐
ら
く
幕
府
許
可
の
後
に
、
純
長
よ
り
拘
五
左
衛
門
に
輿

え
た
書
簡
に
、
町
割
・
奉
行
人
、
抑
始
の
時
期
等
と
と
も
に
「
長
崎
之
者
目
に
た
、
す
此
方
に
よ
ぴ
ょ
せ
よ
う
」
戎
い
は
「
人
数
寄
せ
よ
う
」

を
近
日
相
談
い
た
し
、
さ
ら
に
法
皮
帯
・
抑
制
子
ょ
せ
よ
う
を
重
ね
て
相
談
す
べ
き
を
指
示
し
て
い
る
。
原
の
費
は
こ
れ
に
答
え
た
も
の
な
る
べ

く

こ
れ
に
よ
る
と
前
掲
の
純
長
の
牧
野
氏
宛
害
状
に
見
え
る
如
く
、
幕
府
が
他
傾
の
も
の
の
金
山
に
入
る
を
認
め
な
い
場
A
口
も
密
か
に
入
れ

る
の
は
何
方
の
金
山
に
も
見
ら
れ
る
例
で
あ
る
と
い
う
風
潮
に
敢
え
て
倣
わ
ん
と
目
論
ん
だ
も
の
で
あ
ら
う
。

尤
も
寛
文
三
年
二
月
の
定
に
は
「
他
図
之
者
一
切
入
申
間
敷
事
」
の
筒
僚
が
あ
る
が
、
こ
の
定
書
は
金
山
に
会
示
し
た
も
の
で
筒
僚
は
次
の

通
り
で
何
底
の
鉱
山
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
山
中
ニ
お
ゐ
て
札
持
不
申
も
の
見
合
申
い
者
、
誰
人
-
一
よ
ら
す
早
速
札
頭
・
υ
可
中
村
…
山
市

附
リ
村
々
一
一
市
街
か
し
申
間
敗
事

一
、
つ
る
山
は
つ
は
懸
出
申
M
W

者
、
早
速
奉
行
所
・
り
可
申
届
事

一
、
押
買
押
寅
仕
問
駿
事
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一

言

一
、
悪
業
、
弁
無
作
品
広
之
も
の
有
之
-
一
お
ゐ
て
山
誰
人
ニ
よ
ら
す
早
速
奉
行
所
ね
可
申
崩
事

一
、
院
時
口
論
大
酒
博
英
仕
間
敷
事

一
、
竹
木
お
り
と
る
問
敷
事

右
傾
φ
若
濯
背
之
族
於
有
之
者
ι
一
芯
皮
被
仰
出
事

寛
文
二
年
と
推
定
さ
れ
あ
十
月
十
二
日
附
で
山
先
三
嶋
藤
右
衛
門
よ
り
従
出
し
た
薩
般
金
山
郎
ち
永
野
金
山
の
所
務
の
質
書
が
あ
り
、
大
時

金
山
で
施
行
さ
れ
た
人
的
安
配
組
織
・
運
上
諸
役
及
び
諸
統
制
を
見
る
と
全
く
こ
の
際
般
金
山
の
所
務
に
準
援
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

金
山
支
配
の
人
的
組
織
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

口
屋
之
番
所

小
給
二
、
足

粧
二
、
本
、
一

十
分
一
取
者

足

金
山
通
口

聡;

犬
山
口

}J~ 
粧

船
番
威
般
に

*;;-

奉
行
所
手
代

小
給
二
、
見

聴
一
二
、
夫
一

三

根

仁

右

衛

門

五
藤
九
郎
右
衛
門

奉

行

小
給
一
、
手

代
一
、
宍
一

山
村
永
七
郎
右
衛
門

富

永

柿

右

衛

門

山
頭
札
廻

i
 

p
-
-
i
 I
 
廻

山

先-

的
藤
右
衛
門

口
屋
書
所
と
し
て
、

十
分
一
口
つ
ま
り
金
山
出
入
口
に
、

二
間
に
五
問
の
番
所
を
造
り
二
聞
に
三
間
の
十
分
一
枕
(
入
役
)
の
徴
牧
場
が
附

設
さ
れ
た
。
大
路
で
奉
行
と
い
う
の
は
、
諸
閣
の
金
銀
山
に
通
常
見
ら
れ
る
金
鉱
山
を
支
配
し
た
奉
行
と
は
鼻
、
る
よ
う
で
あ
る
。
際
蹴
期
金
山
で

は
、
床
屋
・
金
見
・
秤
取
・
は
ま
と
こ
・
丁
場
・
雨
替
屋
の
各
奉
行
及
び
町
奉
行
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
を
分
掌
し
た
。
大
串
で
も
こ
れ

に
類
し
た
も
の
ら
し
い
。
十
月
三
日
よ
り
掘
は
じ
め
た
わ
ら
び
の
こ
し
間
歩
で
は
「
人
夫
之
外
奉
行
又
の
か
ち
大
工
付
申
弘
事
」
と
あ
る
が
、

詳
し
く
は
「
奉
行
上
下
廿
六
人
、
人
夫
四
扮
武
人
、

か
ぢ
武
人
、
大
工
査
人
」
と
あ
り
、
十
一
月
五
日
ま
で
日
数
三
十
二
日
で
延
二
千
二
百
四

大

出・

金

山
(
小
葉
町
)

一
八
九
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十
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
場
合
に
、
夫
は
掘
子
で
あ
り
、
奉
行
上
下
廿
六
人
と
は
、
前
掲
の
口
屋
之
番
所
役
以
下
山
廻
ま
で
の
廿
六
人
に
相

下
級
武
士
の
小
給
、
軽
卒
の
足
軽
及
び
人
夫
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。

営
す
る
の
で
あ
ら
う
。
こ
の
奉
行
上
下
は
身
分
的
に
は
、

山
頭
は
せ
り
場
等
を
監
督
す
る
も
の
で
あ
り
、
札
廻
は
札
の
取
締
に
嘗
っ
た
。
金
山
に
入
る
も
の
は
下
ケ
札
を
必
要
と
し
、
札
頭
が
そ
の
取

締
に
嘗
る
が
、
札
廻
は
山
方
即
ち
掘
場
札
の
管
理
を
主
と
し
た
の
で
あ
る
。
山
廻
は
問
歩
・
掘
場
及
び
鎚
の
出
入
濯
概
等
を
巡
岡
聡
鵡
し
た
。

金
山
の
匿
域
は
長
三
里
横
一
里
程
と
あ
り
、
詳
し
く
は
「
南
A

平
原
、

か
し
い
岳
峠
よ
り
内
、
西
川
河
内
ノ
内
・
下
原
・
穴
ノ
水
ま
で
、
一
一
一

町
分
鳥
加
峠
よ
り
内
」
と
あ
る
。
家
老
の
手
形
な
き
奉
公
人
、
商
高
貝
に
参
る
も
の
以
外
の
一
切
の
百
姓
、
金
山
見
物
人
等
は
入
山
さ
せ
な
い
の

下
グ
札
を
持
た
ぬ
も
の
は
山
中
に
滞
留
出
来
ず
、

下
グ
札
所
持
の
旅
人
は
宿
貸
さ
せ
る
。
金
山
に
赴
く
に
は
久
嶋
城
下
・
時
津
・
川
柳
・
彼
杵

四
ヶ
所
よ
り
し
、
以
外
の
と
こ
ろ
は
禁
ず
る
。
金
山
に
出
入
す
る
舶
は
番
舶
に
到
り
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
帯
舶
に
は
小
給
が
花
め
て
い
る
。

金
山
匪
域
内
の
船
賃
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。
町
即
ち
大
串
た
う
ノ
浦
町
よ
り
、

一
人
に
つ
き
、

わ
ら
び
の
こ
し
銭
四
文
・
島
加
浦
六
文
・
三
町

分
網
代
四
文
・
八
木
原
九
文
・
口
ノ
島
向
二
文
、

は
り
木
ノ
本
但
馬
山
口
三
文
で
あ
る
。
そ
の
距
離
よ
り
見
て
、
た
う
の
浦
は
庇
浦
で
あ
ら
う
。

村
に
は
横
目
が
あ
り
町
に
は
別
嘗
が
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
さ
ば
き
を
す
る
。
寛
文
三
年
八
月
金
山
を
検
分
し
た
稲
垣
治
郎
右
衛
門
の
口
上
書
の
中

に
、
た
う
の
浦
の
買
石
を
網
代
に
移
輔
押
さ
せ
る
こ
と
が
得
策
で
あ
る
と
述
べ
、
三
町
分
に
在
る
村
横
目
を
買
石
改
と
し
買
石
の
鍵
買
を
段
督
せ

し
め
、
ま
た
町
別
賞
一
人
を
置
く
必
要
あ
り
、
別
賞
な
け
れ
ば
「
米
之
寅
買
難
仕
御
座
比
」
と
い
っ
て
い
る
。
薩
摩
金
山
の
仕
法
は
一
町
毎
に

別
賞
一
人
を
置
き
、
米
小
寅
を
扶
持
と
し
て
輿
え
た
が
、
大
串
で
も
同
様
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
米
・
大
豆
は
藩
よ
り
梯
い
、
蛍
分
米
一
依
銀
十

五
匁
、
犬
一
旦
一
俵
銀
十
三
匁
と
直
段
を
定
め
た
。

運
上
諸
役
は
札
・
砕
場
・
掘
場
丁
場
・
諸
職
業
に
互
り
詳
細
に
規
定
し
た
。
薩
摩
金
山
の
そ
れ
と
比
較
し
て
第
三
表
に
一
不
す
こ
と
に
す
る
。

但
し
大
串
の
規
定
で
、
上
段
は
年
月
を
候
く
が
寛
文
二
年
中
の
目
論
な
る
べ
く
中
段
は
寛
文
三
年
二
月
の
決
定
で
あ
る
。

下
ヶ
札
は
永
野
金
山
で
銀
七
・
介
中
の
二
分
が
山
先
取
分
と
な
っ
て
お
り
、
大
串
金
山
で
は
寛
文
二
年
の
目
論
で
は
二
分
を
札
頭
・
筆
者
・
札
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右
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一
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こ
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一
ヶ
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馬
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右
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一
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右
同
一
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一
風
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一
間
.
ヶ
月
一
一
八
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質
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右

同

一
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桶
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右
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D
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鍛

冶
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右

同

茶

屋

右
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五

拐
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右
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表三 第

金

山
(
小
葉
回
)

寛一・五
0
・五

十| 銀上上上上金
〈二二一六八分|三一三一三 O 

五 l
l 同同同同一

枚枚
文

A 、 一・

代!

丈|

i定

銀 1

( I 二すく

じ l
l 野

|金

lJIll 

取
扱
の
取
介
と
す
る
と

あ
る
。

日
の
運
上
は
間

役諸上運山金野永・串大

大

巾

。
じ

木
代

歩
の
鎚
の
砕
場
運
上
で

あ
る
。
唐
臼
は
鎚
を
倫

き
粉
粋
し
、
引
臼
は
こ

れ
を
引
い
て
細
微
な
も

の
と
し
、

こ
の
鏑
砂
を

0
・七

銭
六
文

二
一
一
歩
運
上
七
歩
丁
場
主

枚

汰
鉢
で
ゆ
り
わ
け
る
。

か
く
て
床
屋
で
製
錬
す

る
の
で
あ
る
が
、
永
野

で
は
「
床
尾
山
御
挟
持

人
同
前
」
と
あ
り
、
大

串
で
も
「
上

2
被
成
M
W

事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

金
吹
賃
は
次
の
如
く
滞

よ
り
指
定
し
た
。

(第

四
表
)

永
野
で
は
吹
金
十
貫

:JL 

11 1， 
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1
 

1
 

吹
銀

0
・
二
匁

0
・四

一一・
4

刀く

金

野

吹

高

ぃ
。
大
石
く
い
・
金
ぬ
け
物
は
大
き
な
金
粒
の
類
で
あ
ら
う
。

山

吹

銀

0
・二

0
・三

一
・
五

ブL

に
つ
き
吹
賃
銀
三
百
六
十
匁
と
な
る
と
あ
り
、
吹
賃
銀
百
匁
の

賃

中
七
十
二
匁
上
納
二
十
八
匁
床
屋
所
得
と
い
わ
れ
る
。
床
屋
の

所
得
が
少
い
の
は
床
屋
は
御
扶
持
人
同
様
と
い
わ
れ
、
藩
帥
営
乃

主
そ
れ
に
准
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
大
串
の
床
尾

も
藩
轡
で
あ
っ
た
か
ら
、
床
屋
の
取
分
は
低
か
っ
た
と
思
わ
れ

る。
C
は
掘
場
の
砂
金
採
取
及
び
ず
り
(
t
M
川
一
向
紅
葉
)

の
砕
場

運
上
で
あ
る
。
あ
ら
い
丁
場
・
ぬ
い
丁
場
は
掘
場
の
種
類
ら
し

丁
場
か
け
出
即
ち
よ
き
砂
金
掘
場
後
見
者
に
は
一
丁
場
を
賞
輿
さ
れ
た
。

掘
場
の
運
上
の
規
定
は
さ
れ
た
が
、
寛
文
三
年
正
月
の
朗
宵
書
に
は
「
ほ
つ
は
嘗
分
者
無
用
之
事
」
と
て
始
め
は
掘
場
を
許
さ
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
永
野
金
山
で
、
諸
人
多
く
集
中
す
る
も
掘
場
を
禁
じ
、
間
歩
多
く
仕
出
し
た
後
に
、

た
も
の
で
あ
ら
う
。

は
じ
め
て
許
す
と
定
め
て
お
り
、

こ
れ
に
倣
つ

傾
城
運
上
に
一
枚
取
と
い
う
の
は
傾
城
の
料
金
を
い
¥
十
匁
・
十
五
匁
・
二
十
匁
・
三
十
匁
取
は
そ
れ
ぞ
れ
一
ヶ
月
に
そ
れ
と
同
額
分
つ

の
運
上
を
徴
牧
し
た
。
こ
れ
は
み
一
く
永
野
金
山
と
同
じ
で
あ
る
。

永
野
で
は
山
師
等
の
蹄
園
者
は
銀
三
匁
、
そ
の
持
出
銀
百
匁
に
つ
き
五
匁
、
ま
た
商
人
の
持
出
銀
十
貫
目
に
つ
き
剣
賃
五
分
を
上
納
せ
し
め
、

数
日
間
以
内
の
臨
時
の
出
山
者
に
は
手
形
銭
三
文
を
徴
牧
し
た
。
大
串
で
は
寛
文
二
年
の
目
論
で
は
、
蹄
園
者
に
出
切
手
銀
二
匁
、
持
参
銀
百

匁
に
つ
き
三
匁
、
臨
時
の
出
山
者
に
手
形
銭
三
文
を
徴
牧
す
る
と
定
め
た
。

産
金
は
金
雨
替
座
を
置
き
雨
替
せ
し
め
た
。
金
雨
替
座
之
事
と
し
て
「
高
木
作
右
衛
門
ュ
御
兎
、
但
運
上
金
ほ
つ
は
金
者
上
ニ
御
取
M
W

事
」



4‘量

と
あ
る
。
ま
た
金
直
段
之
事
と
し
て
「
金
出
弘
市
・
8
可
相
定
也
」
と
あ
る
。
永
野
で
は
明
暦
三
年
四
月
よ
り
翌
年
六
月
ま
で
、
我
古
市
郎
右
衛

門
・
江
戸
屋
輿
四
郎
・
京
都
小
剣
座
が
請
負
い
、
金
百
貫
に
つ
き
銀
百
九
十
三
貫
の
運
上
で
あ
り
、
そ
の
後
に
藩
庫
雨
替
と
な
っ
た
と
い
う
o

大
村
の
ぷ
文
書
に
、
永
野
の
金
一
隅
替
の
こ
と
を
記
し
た
と
思
わ
れ
る
却
覚
書
が
あ
り
、
金
座
胎
酬
と
し
て
、
京
い
と
や
七
右
衛
門
・
京
小
一
例
座
勘

右
衛
門
を
記
し
、
吹
金
一
貫
目
に
つ
き
御
運
上
銀
二
貫
目
と
し
て
い
る
o

ま
た
上
々
金
よ
り
下
々
金
ま
で
、

八
嘗
二
よ
り
六
賞
七
ま
で
の
丁
銀

雨
替
率
を
記
し
、

丁
場
金
は
入
賞
五
と
最
も
高
く
「
御
公
儀
ね
御
買
被
成
M
W

」
と
あ
る
o

御
公
儀
は
鹿
児
島
港
を
指
す
ベ
く
、
藩
庫
雨
替
の
妖

態
を
い
う
よ
う
で
あ
る
。
大
串
で
も
金
雨
替
座
を
高
木
に
兎
許
し
、
運
上
銀
を
課
し
た
の
で
あ
ら
う
。
吹
金
銀
を
金
銀
貨
に
雨
替
す
る
制
度
は
、

寛
文
乃
至
元
職
ま
で
に
、
幕
藩
と
も
に
賞
施
し
た
が
、
吹
金
の
雨
替
は
比
較
的
早
く
行
わ
れ
た
ら
し
い
。
寛
、
永
頃
に
封
内
の
産
金
を
雨
替
し
、

江
戸
金
座
に
寅
り
利
盆
を
得
た
務
も
あ
っ
た
。

採

掘

の

経

過

稼
行
の
朕
況
に
つ
い
て
、
寛
文
二
年
十
月
再
開
し
て
約
半
ヶ
年
後
に
、
闘
許
よ
り
江
戸
の
藩
邸
に
報
告
し
た
書
妖
が
あ
仇
o

御
切
山
は
三
十
尋
程
切
入
り
、
現
在
の
佐
川
航
は
六
寸
、

一
日
に
出
鎚
四
l
五
俵
、

一
依
に
つ
き
金
一
匁
八
分
程
あ
る
と
い
わ
れ
た
。
御
切
山

は
藩
直
勝
目
山
で
あ
る
が
、
こ
の
間
歩
は
十
月
三
日
掘
は
じ
め
同
月
廿
二
日
に
鉱
に
つ
い
た
わ
ら
び
の
こ
し
の
間
歩
で
あ
る
ら
し
い
。

山
先
三
島
藤
右
衛
門
・
小
関
八
郎
左
衛
門
は
有
力
な
山
師
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
雨
人
で
川
棚
山
そ
の
他
の
間
歩
を
掘
っ
た
。
川
棚
山
の
問
歩

は
濁
水
強
く
、
藤
右
衛
門
は
大
村
に
出
て
水
貫
工
事
を
出
願
し
た
の
で
、
津
田
孫
右
衛
門
が
検
分
に
赴
い
て
い
る
。
長
崎
の
長
右
衛
門
の
間
歩

は
鈷
に
つ
い
て
が
排
水
に
手
が
か
、
り
鈴
り
鎚
は
出
て
い
な
い
。

長
崎
の
七
左
衛
門
の
間
歩
は
鈴
に
つ
き
、

一
日
に
出
鎚
五

l
六
依
、

一
依
に

金
五
|
六
分
で
あ
っ
た
。
原
七
右
衛
門
の
問
歩
は
、

は
じ
め
掘
っ
た
山
を
背
後
よ
り
切
替
え
て
掘
り
、
四
月
末
よ
り
山
良
く
な
り
一
日
に
出
鎚

十
俵
ば
か
り
、

一
依
に
つ
き
金
一
匁
七
、

八
分
で
あ
る
。
掘
場
は
こ
の
頃
に
漸
く
着
手
し
て
い
る
o

鳥
加
山
中
を
諸
所
試
掘
し
た
が
後
見
し
て

い
な
い
。
長
浦
に
お
い
て
間
歩
及
び
掘
場
を
見
立
る
た
め
、
山
峯
仁
右
衛
門
、
相
川
瀬
之
助
を
奉
行
と
し
人
夫
十
六
人
を
二
手
に
分
け
て
探
訪

大

-z--
H
円

金

山
(
小
業
問
)

)L 



五

十

周

年

記
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論

集
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し
て
い
る
が
未
だ
夜
見
で
き
な
い

Q

こ
の
脊
献
の
末
尾
に
「
金
山
中
諸
運
上
其
外
御
所
務
之
儀
、

い
ま
た
山
中
之
者
有
付
不
申
い
問
、

不
申
付
い
」

と
あ
る
。
前
述
し
た
目
論
や

規
定
は
未
だ
賞
施
す
る
段
階
に
至
っ
て
い
な
い
。

八
月
に
入
る
も
山
況
は
そ
れ
程
の
殺
展
を
見
せ
て
い
な
い
っ
そ
れ
は
金
山
を
検
分
し
た
稲
垣
治
郎
左
衛
門
の
報
告
に
見
え
る
つ

日
向
の
諸
左
衛
門
の
問
歩
に
針
し
、

藩
は
八
月
ま
で
に
銀
一
貫
目
を
融
資
し
た
。

山
姐
岩
永
七
郎
右
衛
門
も
こ
の
間
歩
の
有
望
で
あ
る
こ
と

を
己
に
申
言
し
て
お
り
、

な
お
績
け
て
融
資
す
べ
し
と
い
う
稲
垣
の
意
見
で
あ
っ
た
。

「
山
の
ぴ
申
所
之
せ
ん
さ
く
A

此
問
歩
大
の
ぴ
ユ
而
見

か
け
申
、

つ
る
所
法
十
ひ
ろ
御
座
い
、

尤
小
谷
之
つ
る
迄
但
馬
山
之
つ
る
遁
一
一
印
刷
者
通
御
座
い
」

と
あ
れ
ば
、

但
鳥
山
に
煩
い
た
鍋
筋
に
在
つ

fこ

「
残
四
ッ
口
ニ
入
申
銀
子
之
内
ニ
而
引
A
口、

銀
子
入
A
口、

此
間
歩
ニ
今
少
御
入
被
成
可
然
献
と
奉
存
い
」

と
あ
り
、
常
時
務
は
こ
の
間
歩

の
外
に
四
つ
の
問
歩
に
融
資
し
て
い
た
も
の
と
見
え
る
。

母
、
水
源
右
衛
門
間
歩
・
長
崎
停
右
衛
門
間
歩
等
も
金
気
は
あ
る
が
、

未
だ
鑓
出
で
ず
と
い
い

「
何
れ
之
山
々
皆
々
木
つ
る
所
ふ
た
た
け
叉
者

三
た
け
ユ
見
懸
申
H
H

」
と
し
、
本
銀
は
二
|
三
等
の
先
き
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
円
で
し
て
似
近
く
見
え
る
幾
つ
か
の
間
歩
を
県
げ
て
い
る

o

買
石
等
の
居
所
、
粋
場
・
床
屋
は
庇
浦
町
に
在
っ
た
ら
し
い
。
問
-
歩
・
掘
場
で
金
介
あ
り
と
見
え
た
荷
を
町
に
運
ぶ
と
金
分
が
消
失
す
る
と
い

ろ
奇
妙
な
吋
が
停
っ
た
。
山
師
が
長
崎
の
易
者
に
占
わ
せ
る
と
、
山
所
は
南
、

町
は
北
で
、
水
は
火
を
刻
す
る
故
に
、
金
分
は
町
に
下
る
と
失

せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
山
師
等
は
買
石
等
を
三
町
分
網
代
に
置
く
こ
と
を
希
望
し
た

o

稲
垣
の
意
見
は
、
近
時
下
財
等
は
山
よ
り
一
人

も
町
に
下
ら
ず
、
町
は
さ
び
れ
て
お
り
、
買
石
所
十
間
も
網
代
に
置
き
山
師
等
を
元
気
づ
け
た
い
と
い
う
。
而
し
て
三
町
分
に
在
る
村
横
目
を
買

石
改
と
し
、
出
鑓
あ
る
よ
う
に
な
れ
ば
一
ヶ
月
に
六

l
七
度
荷
の
下
る
日
を
定
め
、

一
依
の
金
介
何
程
と
.
険
め
て
、
山
所
の
帳
前
と
買
石
の
鎚

買
帳
と
を
引
合
わ
せ
て
吟
味
す
れ
ば
、
買
石
の
手
前
金
分
も
確
認
さ
れ
る
。

か
く
な
れ
ば
藤
右
衛
門
・
八
郎
左
衛
門
も
大
砕
場
を
造
り
鎚
を
庭

置
す
る
計
劃
を
す
る
と
い
う
。
諸
方
よ
り
来
る
下
財
も
三
町
分
に
漬
け
ば
滞
留
す
る
が
「
た
う
の
浦
ニ
者
雑
居
仕

M
W

」
と
記
し
て
い
る
。
-
庇
浦
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で
は
船
賃
の
負
、
捻
あ
り
、
風
雨
の
日
は
出
船
せ
ず
稼
ぎ
も
な
い
が
、
三
町
分
で
あ
れ
ば
風
間
の
日
は
宿
元
で
「
ず
り
を
な
か
し
、
能
日
-
一
者
日

用
を
取
り
、

ほ
っ
は
を
持
、
朝
夜
を
懸
て
出
、
限
ニ
者
日
暮
て
能
蹄
-
一
能
い
と
申
い
」
と
あ
る
。
網
代
に
は
覚
、
氷
の
坑
の
跡
も
あ
り
制
場
も
稼

ぎ
え
た
で
あ
ら
う
。

嘗
時
、
唐
浦
町
に
は
女
世
帯
六
l
七
問
を
含
む
世
帯
持
廿
二
間
あ
り
、

八
月
に
入
ゎ
、
山
の
下
財
は
全
く
川
に
下
ら
ず
、
宿
M
m
・
酢
泊
商
人

も
生
活
出
来
ぬ
の
で
、

天
気
よ
き
目
、
酢
・
澗
・
肴
等
を
山
所
に
振
一
員
し
.
ま
た
網
代
に
移
轄
す
る
希
望
を
申
出
た
。
稲
垣
は
、
先
日
夫
役
来

っ
て
州
木
を
少
分
伐
っ
た
が
網
代
に
買
石
所
を
置
く
許
可
が
あ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
州
木
伐
採
は
蛍
年
は
待
た
す
べ
き
で
あ
る
と
辿
ベ
た

U

こ
れ

は
砕
場
の
周
闘
に
造
る
棚
の
木
村
で
あ
ら
う
と
思
う
。

外
目
の
零
浦
村
の
探
鉱
手
体
の
た
め
、
各
問
歩
よ
り
刺
子
一
人
宛
を
集
め
、
村
々
に
て
伐
木
の
日
用
に
雇
っ
て
い
た
人
夫
を
添
え
て
、
十
円

ー
五
人
を
波
遺
し
た
。
こ
れ
は
城
下
に
人
夫
探
遣
方
を
申
詑
っ
た
が
、
そ
の
事
な
か
っ
た
於
で
あ
る
と
い
う
口
大
切
山
の
跡
向
の
人
夫
叫
崎
山
い

持
一
説
に
二
十
人
程
必
用
故
に
、
城
下
の
村
の
閑
人
等
藩
の
意
向
を
怖
り
参
り
か
ね
る
も
の
を
来
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
度
し
と
記
し
て
い
る
。

雲
浦
へ
は
山
廻
岩
永
七
郎
右
街
門
が
赴
い
て
お
り
、

八
月
廿
五
日
に
金
気
見
え
一
一
附
円
中
に
鈴
に
つ
く
べ
し
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
と
い
う
。

同
時
に
米
十
五
俵
程
雪
浦
に
送
る
べ
き
連
絡
が
あ
り
、
庇
浦
に
は
五
十
依
有
り
八
月
中
に
使
用
す
る
欣
に
、
二
百
怯
程
歪
念
送
る
こ
と
を
犬
村

に
申
送
っ
て
い
る
。

以
上
は
稲
垣
の
報
告
の
要
旨
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
山
況
に
つ
い
て
は
明
か
で
な
く
、
党
支
六
年
十
二
月
に
至
り
休
山
と
な
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
開
掘
後
約
一
ヶ
年
近
い
期
間
の
景
況
が
前
述
の
如
く
飴
り
後
展
し
な
か
っ
た
黙
よ
り
見
て
、
営
時
の
金
銀
山
推
移
の
通
例
よ
り
考
え
て

も
恐
ら
く
大
し
た
産
金
等
は
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
前
述
し
た
金
山
所
務
の
規
定
な
ど
計
劃
に
終
っ
て
殆
ん
ど
賞
行
は
悶
難
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
運
上
諸
役
な
ど
薩
摩
金
山
以
上
の
高
傾
を
目
論
ん
で
い
る
。
永
野
金
山
は
高
治
元
、
二
年
に
産
金
最
高
に
遣
し
、
寛
文
に
入
り

衰
え
、
二
、
三
年
と
減
少
し
た
。
ご
一
嶋
藤
右
衛
門
の
薩
勝
金
山
の
近
年
の
御
所
務
の
費
舎
は
、
寛
文
二
年
十
月
で
、
例
え
ば
下
ケ
札
料
も
一
匁

大
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・
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し
か
も
常
時
に
お
い
て
も
、
永
野
金
山
は
年
産
金
二
百
貫
内
外
あ
り
、
数
千
人

二
分
よ
り
七
分
に
低
減
さ
れ
て
お
り
、
衰
退
時
の
規
定
で
あ
る
。

の
掘
子
を
集
め
て
い
た
の
で
、
犬
串
の
比
で
な
か
っ
た
。

元
旅
年
中
に
草
野
玄
順
な
る
も
の
藩
に
出
願
し
、
波
立
・
八
龍
ヶ
崎
・
綿
打
谷
・
ゆ
す
の
川
内
等
諸
所
を
試
み
た
が
、

砂
金
を
僅
か
掘
っ
た

の
み
で
止
ん
だ
。

ま
た
賞
、
永
六
年
に
針
木
山
な
ど
を
、

村
嶋
荘
右
衛
門
な
る
も
の
出
願
し
試
掘
し
た
こ
と
あ
り
、
享
保
十
究
年
に
も
一
一
一
町
分
村

横
目
富
永
惣
右
衛
門
が
鍋
石
谷
よ
り
金
鍬
石
を
見
出
し
て
藩
の
評
定
所
に
提
出
し
、
藩
よ
り
目
付
を
波
遣
し
試
掘
し
た
が
格
別
の
出
金
は
な
か

っ
た
。E主}
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肥
前
大
出
の
金
錨
床
に
就
て

骨
肉
川
・
・
・
官
、
、
口
↑
円
同
1
円
同

J
t
u
、

K
M
↑
二
/
生

H
t
H
r
J
J
'

地
用
十
雑
誌

木
下
組
城
氏

凶
五

O
披
ο

(2) 

郷
村
記
七
十
九
巻
は
文
久
二
年
に
完
成
し
た
大
村
藩
の
農
村
調
査
昔
、
長
崎
将
立

国
書
館
所
臓
。
同
館
本
及
び
故
黒
正
巌
博
士
が
岡
本
を
抄
潟
し
た
岡
山
大
型
所
版
本

に
撮
る
。
長
崎
豚
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
第
七
輯
(
昭
和

h

ハ
)
所
牧
の
一
瀬
正
氏
の

「
大
市
村
の
地
質
鏑
物
」
も
郷
村
記
を
引
用
し
て
い
る
ゆ

沸
上
は
草
際
よ
り
立
合
引
渡
り
鎚
石
見
え
る
を
い
う
。
立
合
と
は
む
石
の
巾
に
白

き
筋
の
引
波
る
も
の
で
白
石
は
触
の
遁
し
る
べ
と
稽
し
て
い
る
。

(3) 

大
村
市
前
船
津
の
大
村
の
ぶ
氏
文
書
を
採
訪
し
た
。
見

聞
集
は
郷
土
史
家
御
厨
文
一
氏
が
所
蔵
す
る
ω

こ
の
採
訪
に
は
藤
野
保
君
の
協
力
を

(4) 

昭
和
二
五
、
八
、
一
五

円
一
寸
ー
、
』
。

'
1
7
 

(5) 

寛
氷
四
年
卯
七
月
十
八
日

宮
水
門
郎
左
衛
門

肥
前
閤
大
村
松
千
代
傾
分
大
串

金
山
内
金
同
掘
子
役
金
之
費

u

、、EE'は
U，s・‘‘.

滋
賀
鯨
水
口
町
岡
謡
館
所
械
の
「
讃
岐
・
伊
預
探
索
書
」
と
と
も
に
二
加
本
の
小

の
一
加
。
締
済
史
研
究
二
三
ノ
一
.
(
昭
和
一
五
、
三
)
に
「
近
世
初
期
北
九
州
に
於

け
る
A
m
銀
鱗
山
の
附
殺
」
な
る
題
下
に
、
こ
の
告
に
見
え
る
北
九
州
の
金
山
に
つ
い

て
紹
介
し
た
。

(7) 

究
水
五
年
辰
.
九
月
七
日

大
村
松
.
十
代

大
村
山
之
御
運
上
口
錦
、

寛
永
五
年
辰
十
月
十
四
日

大
村
松
千
代
大
村
之
内
大
出
金
山
諸
運
上
相
受
取
申

原
八
左
衛
門
大
串
金
山
諸
運
上
商
取
帳

u

稲
田
卜
郎
左
衛
門
・
大
村
側
托
左
衛
門
・
大

日
銀
、
寛
永
五
年
辰
十
月
十
凶
日

(8) 

金
山
様
子
之
賢
所
牧

十
月
三
日

村
右
近
允
帯
状

ψ

)
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金
山
請
さ
せ
申
ニ
付
定
書
。

1
月一二日

)
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深
江
屋
助
右
衛
門
・
田
中
助
兵
衛

金
山
米
之
陪
井
諸
照
不
残

巳
十
月
十
六
日

御
精
申
ニ
付
今
度
御
哩
申
上
仙
献
。

後
藤
伊
賀
・
深
江
屋
助
右
衛
門
代
善
攻
郎
・
平
野
麗
尋
問
左

衛
門
・
ゑ
び
尾
理
右
衛
門
子
同
郎
右
衛
門
外
目
村
御
詩
申
御
運
上
銀
差
上
申
書
物

u

大
村
禰
五
左
衛
門
大
村
傾
大
串
山
金
山
之
事
兜

ψ

津
田
又
兵
衛
・
大
村
嫡
一
九
左
衛
門
書
駅
、
間
八
月
十
冗
日

、.，，，-Ea --4 (
 
覧
氷
八
年
未
一
一
一
月
十
日

(1司

丑
七
月
同
日

(1ゆ

丑
七
月
廿
七
日

1モ1
/f~ I 

J
 
i
 

l
 

(
 永

椴
右
衛
門
・
馬
廻
巾
・
稲
田
十
郎
左
衛
門
魔
書
。

(
寛
文
一
一
一
)
五
月
一
一
日

宮
永
興
問
左
衛
門
等
五
名
「
A
M
山
之
事
」
暫
献
。


